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1. 理念・目標 

本大学院医学研究院の理念は，世界をリードする先進的医学研究を推進し，高い倫理観と豊かな人

間性を有する医学研究者・医療人を育てることにより，人類の健康と福祉に貢献することである。さ

らに，次の目標を掲げている。 

 

教育目標 

医学・生命科学に関する高度な知識と研究能力を備え，社会の要請に応える高い見識を備えた人

材を養成する。 

 

行動目標 

１．高度に専門的な医学・生命科学の知識と研究能力を備えることで，疑問や仮説を科学的に深く

追究する探究心を育む。 

２．世界をリードする先端医学研究を国際的に推進する能力を習得する。 

３．健康・安全に関する地域社会，国際社会の多様かつ広範な要請に応える能力と見識を培う。 

４．倫理性豊かな人材として活躍するために，命の尊厳を敬う心を涵養する。 

 

研究目標 

基幹総合大学としての国際レベルの研究を推進し，知のフロンティアを切り拓き人類の福祉に貢

献する。 

 

行動目標 

１．独創的，先駆的基礎研究の発展に寄与する。 

２．社会に役立つ実学として臨床医学，社会医学を推進する。 

３．基礎から臨床までの橋渡し研究を遂行する。 

４．総合大学の特色を生かし，学内関連部局，国内外の大学・研究機関，産業界と連携しつつ，世

界レベルの医学研究を推進する。 

 

 

2. 沿革 

明治 9年 8月 14日 札幌農学校が発足した。 

明治 40年 6月 1日 札幌農学校が東北帝国大学農科大学となった。（同年 9月，開学式挙行） 

大正 7年 4月 1日 北海道帝国大学が設置された。（東北帝国大学農科大学は北海道帝国大学

農科大学（現農学部）となった。） 

大正 8年 4月 1日 北海道帝国大学に医学部が置かれた。 

大正 10年 4月 22日 医学部に附属医院が置かれた。 

医学部に於ける講座の種類およびその数が定められた。 

(内科学，外科学，解剖学，生理学，医化学，病理学) 

大正 10年 10月 1日 医学部附属医院に産婆養成所が設置された。 

大正 11年 5月 16日 細菌学，耳鼻咽喉科学，薬物学，眼科学，解剖学第二，同第三，生理学

第二，病理学第二の各講座が増設された。 

大正 12年 5月 16日 産婦人科学，小児科学，皮膚泌尿器科学，法医学，内科学第二，外科学

第二の各講座が増設された。 

大正 13年 7月 8日 精神病学，衛生学，内科学第三の各講座が増設された。 

大正 14年 5月 19日 外科学第三講座が増設された。(昭和 23年 7月整形外科学講座に改称) 

昭和 14年 5月 15日 臨時附属医学専門部が設置された。 

昭和 20年 6月 16日 医学部附属医院に看護婦養成施設(厚生女学部)が置かれた。 



北海道大学大学院医学研究院自己点検評価書 

2016-2020 
 
     

2 
 

昭和 22年 6月 10日 医学部附属医院産婆養成所は医学部附属医院助産婦養成所と改称され

た。 

昭和 22年 10月 1日 帝国大学官制の一部が改正され，帝国大学官制を国立総合大学官制に改

められ，北海道帝国大学は北海道大学と改正された。 

昭和 24年 1月 31日 放射線医学講座が増設された。 

昭和 24年 5月 31日 国立学校設置法が公布され，学校教育法による国立の大学として新たに

北海道大学医学部が定められ，同時に従前の規程による北海道大学附属

医学専門部は本学に包括された。なお，学部附属の研究施設として，附

属病院，附属病院登別分院，看護婦養成施設が置かれた。 

昭和 24年 6月 22日 泌尿器科学講座が増設され，従来の皮膚泌尿器科学講座は皮膚科学講座

と改称された。 

昭和 25年 3月 31日 附属医学専門部が廃止された。 

昭和 26年 4月 1日 医学部附属看護婦養成施設が看護学校に改められた。 

昭和 27年 4月 1日 助産婦養成所が北海道大学医学部附属助産婦学校に改められた。 

昭和 29年 4月 1日 医学部に薬学科が設置された。薬学科に薬化学講座が設置された。 

昭和 30年 7月 1日 薬学科に生薬学講座，薬品分析化学講座が増設された。 

昭和 31年 4月 1日 公衆衛生学講座が増設された。 

医学部附属診療エックス線技師学校と医学部附属温泉治療研究施設が設

置された。 

薬学科に薬品製造学講座，衛生化学講座が増設された。 

昭和 33年 4月 1日 大学院薬学研究科が設置された。 

昭和 35年 4月 1日 麻酔学講座が設置された。 

昭和 37年 4月 1日 医学部附属癌免疫病理研究施設が設置された。 

医学部附属癌免疫病理研究施設に病理部門が設置された。 

昭和 38年 4月 1日 生化学第二講座が増設された。 

昭和 40年 4月 1日 国立学校設置法の一部改正により薬学部が設置された。 

医学部薬学科は分離独立(薬学部に薬学科及び製薬化学科が設置され

た。) 

脳神経外科学講座が増設された。 

昭和 41年 4月 1日 医学部附属の教育施設として衛生検査技師学校が設置された。 

昭和 42年 4月 1日 医学部附属癌免疫病理研究施設にウイルス部門が増設された。 

昭和 44年 4月 1日 医学部附属診療エックス線技師学校が医学部附属診療放射線技師学校に

改組された。 

医学部附属癌免疫病理研究施設が医学部附属癌研究施設と改められた。 

昭和 46年 4月 1日 医学部附属癌研究施設に生化学部門が増設された。 

昭和 47年 4月 1日 医学部附属衛生検査技師学校が医学部附属臨床検査技師学校に改められ

た。 

昭和 47年 5月 1日 医学部附属動物実験施設が設置された。 

昭和 48年 4月 27日 循環器内科学講座が増設された。 

昭和 50年 4月 16日 薬理学講座が薬理学第一講座及び薬理学第二講座に改められた。 

昭和 54年 4月 1日 医学部附属癌研究施設に遺伝部門が増設された。 

昭和 58年 4月 1日 医学部附属看護学校が廃止された。核医学講座が増設された。 

昭和 59年 4月 1日 医学部附属臨床検査技師学校が廃止された。 

昭和 60年 4月 1日 臨床検査医学講座が増設された。医学部附属助産婦学校が廃止された。 

昭和 61年 3月 31日 医学部附属癌研究施設遺伝部門が廃止された。 
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昭和 61年 4月 1日 医学部附属癌研究施設に分子遺伝部門が増設された。 

医学部附属診療放射線技師学校が廃止された。 

昭和 62年 5月 21日 形成外科学講座が増設された。 

平成 4年 4月 10日 医学部附属癌研究施設に細胞制御部門が増設された。 

平成 5年 10月 12日 医学部付属病院新病棟が竣工した。 

平成 6年 6月 24日 医学部附属温泉研究施設が廃止され，リハビリテーション医学講座が増

設された。 

平成 7年 4月 1日 神経内科学講座が増設された。 

平成 8年 3月 31日 医学部附属癌研究施設分子遺伝部門が廃止された。 

平成 8年 5月 11日 医学部附属癌研究施設に遺伝子制御部門が増設された。 

医学部附属癌研究施設に客員研究部門として遺伝子治療開発部門が増設

された。 

医学部附属病院登別分院が廃止された。 

加齢制御医学講座，生体医工学講座が増設された。 

平成 13年 4月 1日 医学部附属動物実験施設が大学院医学研究科附属動物実験施設に改組さ

れた。 

平成 15年 4月 1日 生体機能学専攻生体機能構造学講座が機能形態学講座に，病態制御学専

攻分子病態制御学講座が病態内科学講座に，高次診断治療学専攻機能回

復医学講座が機能再生医学講座に，癌医学専攻癌制御医学講座が癌診断

治療学講座に改称された。 

平成 15年 10月 1日 医学部附属病院と歯学部附属病院が統合され，北海道大学病院となった。 

平成 16年 1月 30日 大学院医学研究科南研究棟が竣工した。 

平成 16年 2月 27日 医歯学総合研究棟が竣工した。 

平成 16年 4月 1日 北海道大学が国立大学法人となった。 

平成 17年 3月 10日 大学院医学研究科東南研究棟が竣工した。 

平成 18年 4月 1日 大学院医学研究科に連携研究センター「フラテ」が設置された。 

平成 19年 7月 13日 大学院医学研究科東北研究棟が竣工した。 

平成 20年 3月 28日 大学院医学研究科北研究棟が竣工した 

平成 21年 3月 27日 大学院医学研究科中研究棟が竣工した。 

平成 22年 7月 9日 医学部学友会館「フラテ」が竣工した。 

平成 22年 9月 1日 大学院医学研究科に医学教育推進センターが設置された。 

平成 26年 4月 1日 大学院医学研究科の医学専攻予防医学講座及び社会医療管理学講座が統

合され，医学専攻社会医学講座となった。 

平成 26年 5月 28日 大学院医学研究科附属動物実験施設が完成した。 

平成 28年 1月 15日 医系多職種連携教育研究棟が完成した。 

平成 29年 4月 1日 大学院医学研究科が大学院医学研究院・医学院に改組された。 

 

 

3. 組織体制 

医学研究院には，部門，分野及び教室を置いており，この他部門に寄附分野及び産業創出分野を置

いている。研究院には研究院長を置き，研究院専任の教授をもって充て，研究院専任の教授のうちか

ら研究院長の指名により，副研究院長２名及び研究院長補佐３名以内を置いている。 

附属の教育研究施設として動物実験施設が置かれており，施設長は研究院専任の教授又は准教授の

うちから研究院長の指名により，総長へ推薦している。 

この他研究院における教育研究推進のため，連携研究センター，医学教育・国際交流推進センター，
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死因究明教育研究センター，クリニカルシミュレーションセンター，医療イノベーションセンター及

び医理工学グローバルセンターを置いている。 

 

部門 分野 教室 

生理系部門 生化学分野 分子生物学教室，医化学教室 

解剖学分野 解剖発生学教室，組織細胞学教室 

生理学分野 細胞生理学教室，神経生理学教室 

薬理学分野 神経薬理学教室，細胞薬理学教室 

病理系部門 病理学分野 分子病理学教室，腫瘍病理学教室 

微生物学免疫学分野 免疫学教室，病原微生物学教室 

社会医学系部門 社会医学分野 衛生学教室，公衆衛生学教室，法医学教室，医

療政策評価学教室，医学統計学教室，  

内科系部門 内科学分野 呼吸器内科学教室，免疫・代謝内科学教室，消

化器内科学教室，循環病態内科学教室，腫瘍内

科学教室，血液内科学教室 

放射線科学分野 

 

放射線治療学教室，画像診断学教室，放射線医

理工学教室 

呼吸・循環イノベー

ティブリサーチ分野

（寄附分野） 

－ 

糖尿病・肥満病態治療

学分野（寄附分野） 

－ 

心不全低侵襲先進治

療学分野（寄附分野） 

－ 

心不全遠隔医療開発

学分野（寄附分野） 

－ 

心不全医薬連携開発

学分野（寄附分野） 

－ 

先端画像診断開発学

分野（寄附分野） 

－ 

外科系部門 外科学分野 消化器外科学教室I，消化器外科学教室II，腎泌

尿器外科学教室，循環器・呼吸器外科学教室 

侵襲制御医学分野 麻酔・周術期医学教室，救急医学教室 

移植外科学分野（寄附

分野） 

－ 

専門医学系部門 機能再生医学分野 整形外科学教室，形成外科学教室 

生殖・発達医学分野 小児科学教室，産婦人科学教室 

感覚器病学分野 皮膚科学教室，耳鼻咽喉科・頭頸部外科学教室，

眼科学教室 

神経病態学分野 精神医学教室，脳神経外科学教室，神経内科学

教室 

脊椎・脊髄先端医学分 － 
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野（寄附分野） 

眼循環代謝学分野（寄

附分野） 

－ 

先端的糖鎖臨床生物

学分野（寄附分野） 

－ 

転移性骨腫瘍予防・治

療学分野（寄附分野） 

－ 

運動器先端医学分野

（産業創出分野） 

－ 

膝関節機能再建分野

（産業創出分野） 

－ 

バイオマテリアル機

能再建分野（産業創出

分野） 

－ 

連携医学系部門 医生物学分野 神経生物学教室，人類進化学教室 

 

 

4. 組織改革と将来構想 

医学研究院では研究院長のリーダーシップのもと，教育・研究上の必要に応じて適宜，組織改革を

行ってきた。 

 

１．高い研究水準を維持・発展させる取り組み： 

現在，医学研究院の先端研究機器は医歯学研究教育棟に集約されている。また大型外部資金を活用

した連携研究センター「フラテ」が設置されており，2012年には 7部門の研究拠点として稼働してい

る。今後令和の時代にさらに高い研究成果を目指し，オミクス解析などの超大型機器の導入を目指す。

具体的には，研究成果の最終出口を創薬，医療機器開発，診断法開発等とした部局横断型のライフサ

イエンス研究センターを設置し，これにより新たなポジションの設置と公的ならびに民間企業からの

大型研究資金の獲得を目指す。 

 

２．研究実施体制の強化： 

医学研究院では医学のさまざまな領域において基盤研究，橋渡し研究，応用研究を行い優れた業績

を挙げてきた。今後も，研究院としての強みや特色を生かして重点的に進めていくことが重要であり，

多様な医学研究の推進には，競争的資金の獲得が必要である。この状況を踏まえて，2013年度には研

究戦略室を設置し，外部資金獲得や人材の戦略的任用を支援する体制を整備した。今後は，医学研究

院内にＵＲＡステーションを設置し，外部資金調達のための情報収集，企業等との連携調整，グラン

ト申請のサポート業務を行い研究者へのサポート体制を強化する。また，部局内積立金の効率的運営

をはかり，高額な研究機器購入等を可能にすることで研究機能の強化を行う。 

 

３．Society 5.0に対応したインフラ整備と研究開発： 

医学研究院では，情報工学系部局や通信関連企業と共同研究を推進し，５Ｇ及びポスト５Ｇ等の新

しい通信技術を活用した New Normalの時代に必要とされるヘルスサイエンス領域の新たなツール（遠

隔医療システム，リモート授業，ウェアラブル健康管理システム等）の開発と提供を，産業創出講座

の設置を通して産学共同研究開発を実施する。 

また，喫緊の課題として，関係する部局とともに，新型コロナウイルスに係る基礎知識，検体の採

取と取扱いの方法について，北海道地区の一般病院や医療者を対象に，感染予防策及び検査の一連の
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流れ等についての情報提供や講習会を実施，また教育内容を e-learningとして教材化し，オンデマン

ドで配信を行うことで北海道のコロナ医療従事者に，最新かつ適正な情報をコンスタントに提供する

しくみを構築する。 

 

４．社会の変化に対応した教室の再編： 

医学研究院では，医学研究・教育の根幹となる基盤教室に加え，時代の要請に応じて機動的に教室

を再編している。2014年度には社会医学系講座の再編を行い，現行の予防医学講座と社会医療管理学

講座を社会医学講座に一体化し，同講座に基幹教室として，衛生学・細胞予防医学教室，公衆衛生学

教室，法医学教室を置き，機動的分野として医療政策評価学教室，医学統計学教室を設置した。 

2017年からは医学研究科が医学研究院・医学院に改組され，後述のとおり分野・教室が改変された。

これまで，婦人科学部門と産科学部門が分かれていたが，産婦人科研究が細分化されたことで，必ず

しも統合的な研究が推進されなかったことから，産科・生殖医学分野及び生殖内分泌・腫瘍学分野が

統合され，2004年の法人化前の姿である産婦人科学教室に戻った。また，スポーツ医学分野は，臨床

でのニーズが高まったため，病院スポーツ医学診療センターにその機能が移転した。2016年からは新

たな医療事故調査の法整備が進み，調査制度が始まったことに対応するため，2017年に協力講座とし

て医療安全管理学教室が設置された。 

 

５．人材の戦略的任用制度の創設： 

人材の戦略的任用については，2013年度より研究科長裁量人件費ポイント枠を設定したほか，2014

年度からは寄附金を活用して教員を任用し，研究の活性化を図る「特任研究教員制度」を導入した。

また，2020年度には，北海道大学の導入したアンビシャス・テニュアトラック制を用いて，准教授を

雇用しており，この制度は 30代前半の若手人材の積極採用を目指すものであり，5年後の審査を経て

教授に就任することが見込まれる。今回は海外の研究所からの採用となり，今後の更なる国際共同研

究の発展が見込まれる。 

 

６．量子医理工学研究拠点の発展： 

本学では，2014年度に，世界・学内の第一線研究者を結集し，教育研究に集中できる環境を提供す

る総長直轄の教育研究組織である国際連携研究教育局 GI-CoRE (Global Institution for 

Collaborative Research and Education) が２ユニット設置された。この研究ユニットの一つは量子

医理工学グローバルステーションであるが，5年間医学研究院が主体となって開発された分子追跡陽

子線治療装置を使用したがん治療装置は，北大病院で稼働し，アメリカなどの諸外国に受注販売を行

う実績を挙げた。2020年度には，この活動が学内で認められ，人件費が内在化され，量子医理工学グ

ローバルステーションが医理工学グローバルセンターとして恒久的に設置され，更なる研究が展開し

ている。 

 

７．学院・研究院制度導入と大学院の新設： 

本学の「教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）」には，「既存の研究科の枠を越え

る体制と社会的要請に応える大学院教育を創出するため，学生の所属組織（学院）と教員の所属組織

（研究院）を分離する学院・研究院制度の導入」が掲げられ各部局で実施されてきた。医学研究院の

教員が他の学院の大学院生の教育を担当することを容易にするため，医学研究科を医学院・医学研究

院へと改組し，大学院生の所属組織と教員の所属組織が分けられた。このしくみを活用して，量子医

理工学グローバルステーションを土台として 2017年医理工学院が設立され，医学研究院に所属する教

員が同学院を担当して，放射線医学・医学物理に携わる医療者の育成が行われている。また，北大を

代表する科学研究にソフトマターの開発があるが，ソフトマターグローバルステーションに参画した

医学研究院の教員が生命科学院を担当することにより，生命科学院に新たに設置されたソフトマター

専攻において，修士課程学生への教育が行われている。このように学部の枠を超えた大学院教育が行

われており，異分野融合研究の核となる人材育成が行われている。 
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８．国際化への対応： 

医学研究院では，医学教育についての研究開発ならびに企画，立案，実施，指導助言を行うことを

目的に，2010年に医学教育推進センターが設置されたが，さらに国際共同研究のコアとなる人材育成

を目指す観点から，2018年に改組が行われ機能強化された。従来の医学教育研究開発部門，医学英語

教育部門に加え，国際連携部門（旧国際連携室 2006年設置）が設置され，研究成果の国際的な発信

の支援，外国の大学との交流，留学生の交流，国際開発協力，医学研究院・医学院・医学部医学科国

際交流基金に関する活動が行われている。 

 

９．死因究明学の研究開発と地域社会への貢献： 

わが国では，2014年 6月には「死因究明等推進計画」が閣議決定され，死因究明等が重要な公益性

を有するものとして位置付けられた。この実施体制の強化と死因究明等に係る人材の育成及び資質の

向上を目的として，2016年に死因究明教育研究センターが設置された。このセンターは，法医学部門，

病理学部門，オートプシー・イメージング部門，法歯学部門，臨床法医学部門，医療安全管理部門か

ら成り，死因究明・外傷評価・身元確認等に係る教育・研究拠点として活動を展開し，死因究明等に

携わる人材の育成に当たっている。道内外の大学や北海道警察，北海道保健福祉部，科学捜査研究所，

北海道医師会，北海道歯科医師会，地域基幹病院，海上保安庁など学外の関連機関と積極的に連携し，

死因究明等に係る研究開発が行われており，また，地域の医療機関で発生した医療事故事例について

はオートプシーイメージング画像読影の受託制度を整え，地域社会に貢献している。 

 

１０．手術手技のカダバートレーニング法の研究開発： 

臨床医学研究分野においては，長年に渡り，医工連携・産学連携における献体利用が検討されてき

たが，2012年に「臨床医学の教育及び研究における死体解剖のガイドライン」が公表された。北海道

大学では，篤志献体の会である北海道大学白菊会の会員ならびにご家族のご理解とご協力を得てカダ

バートレーニングの準備を進め，2016年から学内に専門委員会である『北海道大学における遺体を使

用した外科解剖・手術手技研修（CAST*）実施運営委員会』を立ち上げて手術手技研修を開始し，高度

で安全な医療が受けられる未来社会の実現に向けて日々努力を重ねてきており，2019年度から献体を

使用した手術手技研修に人材育成や医療機器開発への取り組みを加えた CAST（Cadaveric Anatomy and 

Surgical Training）関連事業が立ち上り，文部科学省・厚生労働省・北海道・国立研究開発法人日本

医療研究開発機構（AMED）の大型研究費に採択され，包括的に研究開発を推進している。 

 

 

5. 中期目標・中期計画 

大学院医学研究院 第 3期（2016年度～2020年度）中期目標・中期計画 

中期目標 中期計画 

Ⅰ．研究に関する目標 

１．研究水準及び研究の成果等に関する目標 

(1) 持続可能な社会を次世代に残すため，グ

ローバルな頭脳循環拠点を構築し，世界トッ

プレベルの研究を推進するとともに，社会課

題を解決するためのイノベーションを創出

する。 

(2) 創造的な研究を自立して進めることがで

きる優秀な若手研究者を育成する。 

(1) ･ＧＩ－ＣｏＲＥに設置された量子医理工学グ

ローバルステーション並びに医理工学院との連

携により，医理工連携研究を強化する。 

(2) 「医療イノベーションセンター(仮称）」を設置

し，大学と企業との産学協働による出口を見据え

た次世代医療機器等の研究開発を行う。 

(3) 「フード＆メディカルイノベーション国際拠

点」のサテライトにおいて，大学病院と直結した

環境での企業等との産学協働による大型共同研

究を行う。 
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 (4) 2016年度に死因究明教育研究センター（仮称）

を設置し，死因究明等を担う法医学的知識を有す

る人材育成を行うための教育プログラムの開発

を行い，若手教員を育成する。 

(5) クリニカルシミュレーションセンター（仮称）

を設置し，教員のスキルアップトレーニングを行

うとともに，卒前・卒後医学教育を充実させると

ともに，医学，保健学，歯学，薬学にまたがる多

職種連携教育を強化する。 

2. 研究実施体制等に関する目標 

(1) 研究力を強化するための基盤となる体

制を整備する。 

 

(1) ＵＲＡステーションと連携し，研究力を強化す

るための環境を整備する。 

(2) 外国人教員による，若手研究者の英語教育や研

究成果発表支援を総合的に行うための組織体制

を整備する。 

(3) 医歯学総合研究棟中央研究部門で管理してい

る共通機器の共同利用化を推進する。 

Ⅱ．社会との連携や社会貢献及び地域を指向し

た教育・研究に関する目標 

１．研究水準及び研究の成果等に関する目標 

(1) 大学の教育研究活動の成果を活用し，地

域・社会の活性化，課題解決及び新たな価値

創造に貢献する。 

 

(1) 臨床系連携講座を設置した道内の基幹病院で，

定期的な講習会及び講義を実施し，配置した博士

課程学生による研究及び臨床活動により，地域社

会へ貢献する。 

(2) 地域の高校において，先端医療等に関する授

業・講義を実施し，高校生に対して医療・医学へ

の関心を高める。 

(3) クリニカルシミュレーションセンター（仮称）

を活用し，学外の医師及び医療従事者に対する技

術講習会等を開催することで地域医療の活性化

に貢献する。 

(4) 死因究明教育研究センター（仮称）を設置し，

死因究明等に関するセミナー，研修会等を実施す

ることにより，学外の医療従事者，法医学関連業

務従事者等の知識向上に貢献する。 

(5) 地方自治体等と共同で行う地域コホート研究

等を通じて，地域住民に対する健康維持・増進に

関する啓発活動を推進する。 

(6) 地域企業への研究シーズの発信強化と実用化

に向けた共同研究を推進する。  

Ⅲ．その他の目標 

1. グローバル化に関する目標 

 

Ⅳ．業務運営の改善及び効率化に関する目標 

１. 組織運営の改善に関する目標 

(1) 医学研究院長の裁量による人件費ポイントを

活用し，外国人教員を積極的に採用する 
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２. 教育研究組織の見直しに関する目標 

(1) 社会の変化に対応しつつ，本学の強み・

特色をいかすために教育研究組織を最適化

する。 

 

  

(1) 医学研究科を改組し，教員組織として医学研究

院，大学院教育組織として医学院，医理工学院を

設置する。なお，医学院には，人々の健康と生活，

安全の維持・向上に対する公衆衛生上の諸課題に

対応できる人材育成を行うコースとして，公衆衛

生学コースを設置する。〔2017年 4月 1日改組・

新設済〕 

Ⅴ．財務内容の改善に関する目標 

１．外部資金，寄附金その他の自己収入の増加

に関する目標 

(1) 医学部の教育研究基盤を強化するため，医学部

創立 100周年記念事業として寄附金を募る。 

Ⅵ．自己点検・評価及び当該状況に係る情報の

提供に関する目標 

１．評価の充実に関する目標 

(1) 自己点検・評価及びそれに基づく第三者の

評価の結果を教育研究活動及び大学運営の

改善等に活用する。 

(1) 国際基準に対応した医学教育の分野別認証評

価を受審する。 

Ⅴ．外部資金，寄附金その他の自己収入の増加に

関する目標 

(1) 医学部創立 100周年記念事業として寄附金を募

り，百年記念館の建設，教育研究基金の創設等を

行う。 

 

 

6. 研究 

6-1. 研究目的(目標)と特徴 

6-1-1. 目的(目標) 

本学の第３期中期目標前文に掲げられている，「世界の課題解決に貢献する北海道大学へ」とい

う研究の基本目標を踏まえ，医学部・医学研究院の研究目標としては「基幹総合大学として国際レ

ベルの研究を推進し，知のフロンティアを切り拓き人類の福祉に貢献する」ことを掲げている。こ

れらの目標の達成のため，第３期中期目標期間においては，2017年に，医学研究科から，医学研究

院・医学院へと組織構造を抜本的に変更したことが大きな前進である。この結果，教員組織と大学

院生組織が分離され，医学研究院教員が，医学院以外の大学院生の指導教員となることができるよ

うになったことにより，融合研究が実質的に推進されている。このことに伴い，現在，生命科学院

との新規融合研究が展開されている。また，研究院長のもと，研究支援組織（運営組織）として研

究戦略室を設置の上，研究活動支援に力をいれてきた。基本的な教員の構成組織である分野・教室

に加え，基盤教室と連携教室からなる連携研究センター「フラテ」も継続して設置されており，研

究推進体制の整備を図っている。 

特に第２期中期目標期間中に本学に設置された国際連携研究・教育推進組織である国際連携研究

教育局(Global Institution for Collaborative Research and Education：GI-CoRE)を活用して国

際共同研究が展開されている。GI-CoRE は６つのグローバルステーションから成るが，そのうち１

つの量子医理工学グローバルステーションは本研究院が中心となり設置されているもので，研究推

進とともに 2017 年には新しい大学院である医理工学院が設置され，融合領域での人材育成が進め

られている。またソフトマターグローバルステーションには，医学研究や医療応用の面で本研究院

が貢献している。 

さらに，プロジェクト研究等の実施に際しては，大学内外の他組織との連携・協力により適切か

つ機動的な推進体制を構築するなど弾力的な対応を図っている。特に本学は 2018年に文部科学省の

世界最先端拠点形成プログラム WPI(World Premier International Research Center Initiative)

に採択され，化学反応創成研究拠点 ICReDD（Institute for Chemical Reaction Design and 
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Discovery）が始動しており，本研究院も ICReDDにおいて医療応用の出口戦略を担当している。 

 

6-1-2. 特徴 

医学研究院の研究の特徴は次のとおりである。 

 

１．広範囲な医学領域の研究展開：北海道の中心的な医育機関としての役割を担うと同時に基幹

総合大学として国際レベルの研究を行う。独創的・先進的な基礎医学の発展に寄与すると共に，

社会に役立つ実学としての社会医学ならびに臨床医学研究を推進する。いずれの領域において

も，世界的レベルの医学研究を展開する知の拠点形成を目指す。 

２．基礎医学と臨床医学の融合による社会貢献：基礎医学研究と臨床医学研究を共に発展させ，

両者の橋渡し研究を目指す。分野・教室レベルの研究を越え，医学研究院全体によるプロジェ

クトとして，北海道大学病院と連携して橋渡し研究を遂行できる体制を整える。 

３．研究者にとって魅力ある研究体制の構築：高度専門医療における知識と技術を兼ね備えつつ，

先端医学研究に携わる人材を多く生み出すために，教員と大学院生（博士・修士・留学生）が

バランスのとれた配置と役割により研究を推進していく。 

 

6-1-3. 研究の実施体制 

2019年 5月時点での医学研究院の専任教員数は，教授 32名，准教授 36名，講師 23名，助教 91

名（合計 184名）である。最も人数が多い年齢は，教授（55〜64歳），准教授（45〜54歳），講師（35

〜44歳），助教（35〜44歳）であり，若手教員をベテラン教員が牽引する構図となっている。2015

年５月時点では, 教授 50名，准教授 35名，講師 24名，助教 100名，助手 3名（合計 212名）で講

師の年齢（45〜54歳）が 2019年より高く，2019年の方が若手教員が増えている。 

 

資料 1:医学研究院の教員・研究員数等 

医学研究院 

教授 准教授 講師 助教 助手 URA 

32 36 23 91 2 0 

受託研究員 
共同研究

員 

博士研究員 

（JSPS) 

博士研究員 

（その他） 
研修員等 その他研究員 

0 0 1 26 0 0 

（基準日：2020.5.1） 

 

資料 2:本務教員の年齢構成 

職名 
年齢※ 

～34 歳 35～44 歳 45～54 歳 55～64 歳 65 歳～ 

教授 0 1 14 17 0 

准教授 1 2 27 6 0 

講師 0 13 10 0 0 

助教 13 53 23 2 0 

助手 0 0 0 2 0 

計 14 69 74 27 0 

割合（％） 7.6 37.5 40.2 14.7 0 

（基準日：2020.5.1） 

 

6-1-4. 研究の支援体制 

2017年 4月に大学院組織を医学研究科から医学研究院・医学院へ制度を抜本的に変更した。この

ことで，大学院教員は医学院以外の大学院生の責任教員となることが可能となるため，今まで以上
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の融合研究が促進される組織体制が形成された。 

 

6-2. 研究活動の状況 

医学研究院では，最新の５年インパクトファクターが原則 10点以上の論文については優秀論文賞と

して表彰しており，受賞対象論文数は，2016年は９編，2017年は５編，2018年は８編，2019年は４

編であった。これは，2015年度の受賞対象論文１編（第２期中期目標期間中の受賞対象論文の年平均

3.8編）を上回っており，第２期より質の高い活発な論文投稿が行われている。 

 

本学では外国人教員を採用した場合に人件費ポイントの措置を 2015年度から行っているが，医学研

究院ではその制度を利用して外国人教員を 2018 年は５名，2019 年は４名を新規採用しており，研究

活動の更なる国際化を推進している。 

 

6-3. 研究費等の獲得(受入)状況 

科学研究費補助金（文部科学省及び厚生労働省分）（新規・継続）採択件数（代表分）は 2016年度

166件（433,010千円），2017年度 165件（511,030千円），2018年度 177件（529,750千円），2019年

度 178件（522,738千円）と，2015年度 160件（447,220千円）に対して件数・獲得金額ともに増加

しており，年度毎にさらに増加傾向を示している。また医学研究院の科学研究費獲得総額は，2019年

度においては 522,738 千円であり，この額は北海道大学の科学研究費獲得全体の 8.2％を占める。ま

た，受託研究費も 2016年度 71件（821,762千円），2017年度 54件（873,343千円），2018年度 46件

（775,489千円），2019年度 37件（545,192千円）と推移しており，第２期中期目標期間中平均 62.2

件（493.69千円）と比較して１件あたりの研究費が増加傾向にある。  

 

文部科学省科学研究費補助金の中で，2016年度には基盤研究（Ｓ）が採択され「高次脳領域におけ

るシナプス伝達制御機構の分子形態学的研究」に関する研究が推進されている。また基盤研究（Ａ）

としては，2016年度には「閉塞性肺疾患の多様性の理解と個別化治療に向けた探索的研究」，「体外誘

導免疫制御性リンパ球を用いた細胞治療による免疫寛容誘導に関する研究」が，2017年度には「復帰

変異モザイク表皮水疱症モデルマウスの作製と新規遺伝子治療法の開発」が，2019年度には「高機能

ゲルによるがん幹細胞リプログラミングと治療薬開発基盤の創出」が採択されて先進的な研究が展開

されている。 

 

日本医療研究開発機構(AMED)が募集する公募事業（代表・分担）採択件数は，本研究院及び北海道

大学病院からの申請（本研究院所属教員からの申請のみ）を合算すると，2016 年度 73 件（542,314

千円），2017 年度 70件（895,936千円），2018年度 75件（930,397千円），2019 年度 75件（729,331

千円）と，第２期中期目標期間末である 2015 年度 67 件（496,805 千円）に対して件数・獲得金額と

もに大幅に増加している。 

 

社会との連携した研究推進については，寄附講座の設置・継続（計７件）を推進している。本中期

目標期間中，先端的糖鎖臨床生物学分野（2017年設置），先端的運動機能解析・制御学分野(2017年設

置)，糖尿病・肥満病態治療学分野（2018年設置），心不全低侵襲先進治療学分野（2018年設置），心

不全遠隔医療開発学分野（2018年設置）, 転移性骨腫瘍予防・治療学分野（2018年設置）, 心不全医

薬連携開発学分野（2019 年設置）を設置して,臨床応用を目指した研究が積極的に行われている。寄

附講座の研究費の総額は 2019年度で 125,833千円である。 

 

寄附講座の設置・継続の推進に加えて，本学の新たな制度である産業創出分野（計４件）として，

運動器先端医学分野，膝関節機能再建分野，バイオマテリアル機能再生分野を 2019年に設置し，整形

外科領域を中心に，我が国の高齢化社会における整形外科疾患の増加に対する画期的な治療法の開発

が行われている。産業創出分野の研究費の総額は 2019年で 28,216千円である。 

 

国の行政機関等による大型研究プロジェクトは，現在 11件が計画・実施されている。このうち，環

境省疫学調査（連携：厚生労働省・文部科学省）「子どもの健康と環境に関する全国調査（エコチル調
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査）」（2010-2031年度）は，調査期間 21年間に渡る長期プロジェクトであり，現在中間地点を迎えて

いる重要プロジェクトである。 

 

資料 3：科学研究費補助金獲得件数及び交付金額（代表分） 

年 度 件 数 金額（千円） 

2016年度 166 433,010 

2017年度 165 511,030 

2018年度 177 529,750 

2019年度 178 522,738 

 

資料 4：厚生労働科学研究費補助金 AMED（代表・分担）採択件数 

 

資料 5:受託研究費獲得件数及び金額（代表分） 

年 度 件 数 金額（千円） 

2016年度 71 821,762 

2017年度 54 873,343 

2018年度 46 775,489 

2019年度 37 545,192 

 

資料 6:寄附講座・産業創出分野研究費総額（2016～2019年度） 

年 度 
寄附講座 

設置件数 

寄附講座 

研究費総額（千円） 

産業創出分野 

設置件数 

産業創出分野 

研究費総額（千円） 

2016年度 7 193,300 0 30,000 

2017年度 8 160,500 1 11,000 

2018年度 8 136,500 0 47,128 

2019年度 9 125,833 3 28,216 

※研究費総額は入金日の年度に基づき集計している。 

 

資料 7:国の行政機関等による大型研究プロジェクト一覧 

No  補助金等名称  プロジェクト名  

1 

多様な新ニーズに対する「がん専門医療

人材（がんプロフェッショナル）」養成

プラン（研究拠点形成費等補助金） 

（文部科学省）  

人と医を紡ぐ北海道がん医療人養成プラン

（2017-2021 年度） 

採択年度 
採択件数 

（代表） 

交付金額(千

円） 

採択件数 

（分担） 

交付金額 

（千円） 
総採択件数 

総交付金額 

（千円） 

2015年度 15 363,771 52 133,034 67 496,805 

2016年度 19 419,136 54 123,178 73 542,314 

2017年度 22 885,536 48 177,035 70 895,936 

2018年度 20 731,841 55 198,556 75 930,397 

2019年度 17 469,890 58 259,441 75 729,331 
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2 
政府戦略分野に係る国際標準化活動 

（経済産業省）  

低侵襲放射線治療のケアコーディネーショ

ン装置に関する国際標準化（2017-2019 

年度）  

3 
環境省疫学調査（連携：厚生労働省・ 

文部科学省）  

子どもの健康と環境に関する全国調査（エ 

コチル調査）（2010 年度-2031 年度） 

4 
環境研究総合推進費（独立行政法人 環境

再生保全機構）  

環境化学物質の複合曝露による喘息・アレル

ギー，免疫系へ及ぼす影響の解明（2017- 

2019 年度） 

5 
産学共同実用化開発事業（国立研究開発

法人 科学技術振興機構）  

アルギン酸の大型動物を用いた有効性の確

認および小型動物を用いた軟骨修復作 

用メカニズムの証明（2014-2023 年度） 

6 

革新的イノベーション創出プログラム

（COI STREAM）（国立研究開発法人科学

技術振興機構） 

「食と健康の達人」（2013-2021 年度）  

7 

橋渡し研究戦略的推進プログラム（医療

研究開発推進事業費補助金）（国立研究

開発法人日本医療研究開発機構） 

新規医療技術の持続的創出を実現するオー

プンアクセス型拠点形成（2017-2021 年度）  

8 

革新的技術による脳機能ネットワークの

全容解明プロジェクト（国立研究開発法

人日本医療研究開発機構） 

経路選択的な機能操作技術を応用したマー

モセット大脳皮質-基底核ネットワーク 

の構造マッピング（2017-2020 年度）  

9 
戦略的創造研究推進事業（CREST） 

（国立研究開発法人科学技術振興機構)  

疫学モデルと遺伝学モデルの統合による予

兆の捕捉と予測の実現（2016-2019 年度）  

10 

未来医療を実現する医療機器・システム

研究開発事業（国立研究開発法人日本医

療研究開発機構） 

量子線手術（クオンタム・ビーム・サージェ

リー）と放射線照射後手術における治療術中

の迅速な判断・決定を支援するための診断支

援機器・システム開発（2017-2021 年 

度）  

11 
橋渡し研究戦略的推進プログラム（国立

研究開発法人 日本医療研究開発機構）  

椎間板再生治療における組織修復材の開発

(2018-2020 年度)  

動体追跡技術を発展させ，がん標的の 3 次

元的形状と位置の時間的変化を把握する実

体適合陽子線治療(Real-world  Adaptive 

Proton  Beam Therapy）システムの非臨床 

POC 取得（2018-2020 年度）  
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6-4. 研究成果の現状 

各分野トップ５％にランクする論文数は，2016年度 41編，2017年度 54編，2018年度 53編，2019

年度 31編であり，年平均 45編と安定している。 

英文原著論文数は，2016年度 578編，2017年度 616編，2018年度 656編，2019年度 749編と増

加傾向を示している。 

著書に関しては，2016年度 138編（うち英文 26編），2017年度 129編（うち英文４編），2018年

度 121編（うち英文７編），2019年度 92編（うち英文 14編）と継続的に多数執筆されている。 

国際学会における発表件数は，2016年度 128件，2017年度 115件，2018年度 144件, 2019年度

60件であり，そのうち招待講演は，2016年度 62件，2017年度 55件，2018年度 55件, 2019年度

30 件と多数であった。また，国際学会での一般講演筆頭発表者は，2016 年度 51 名，2017 年度 60

名，2018年度 99名，2019年度 30名，またポスター・その他筆頭発表者は，2016年度 117名，2017

年度 120名，2018年度 177 名，2019年度 106名，2015年度の 121名に対して増加傾向にあり，若

手教員や研究者が積極的に海外で研究成果を発信する傾向にあることを示す。 

第３期中期目標期間の４年間に主催した国際学会は 24件あり活発な活動が行われている。参加者

数の多い上位３件は，1) The 75th Annual Meeting of Japan Radiological Society（6,908名，2016

年 4月），2) 10th Congress of the Asian-Pacific Society of Thrombosis and Hemostasis(APSTH)

（2,000名，2018年 6月），3) 国際眼炎症ワークショップ（347名，2019年 6月）であった。 

以上より，2016〜2019年度の４年間の合計として，英文原著論文の発表（2,599編）や国際学会

の主催（24件），国際学会での発表（809件）が行われ，研究成果を広く世界に発信している。 

特許に関しては，第３期中期目標期間中に７つの寄附分野と４つの産業創出分野を設置し，産学

連携研究の推進を図ってきた。特許出願数は，2016年度 13件，2017年度 12件，2018年度８件, 2019

年度２件（2019年 12 月まで）であり，また特許取得数は，2016 年度 2件，2017年度 18件，2018

年度 18件, 2019年度４件（2019年 12月まで）と推移している。 

 

資料 8：研究活動に関する資料 

 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 

専任教員数 203 190 191 184 

著書数 日本語 112 125 114 78 

外国語 26 4 7 14 

査読付き論文数 日本語 189 172 106 120 

外国語 578 616 656 749 

その他 620 674 566 730 

 

資料 9：トップ５％論文数（2016～2019年度） 

年度 掲載数 

2016年度 41 

2017年度 54 

2018年度 53 

2019年度 31 

 

資料 10：国際学会等発表状況(2016～2019年度) 

年度 件数 
招待講演 

発表者数 

一般講演筆頭 

発表者数 

ポスター・その他 

筆頭発表者数 

2016年度 128 62 51 117 

2017年度 115 55 60 120 

2018年度 144 55 99 177 

2019年度 60 30 30 106 
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資料 11：特許・出願数等(2016～2019年度) 

年 度 
知的財産権

の保有件数 

特許 

出願数 

特許 

取得数 

ライセンス 

契約件数 

ライセンス 

契約収入(千円) 

2016年度 43 13 2 22 3,686 

2017年度 58 12 18 22 6,054 

2018年度 52 8 18 15 1,490 

2019年度 43 37 4 18 4,285 

 

6-5. 研究業績一覧 

別添一覧表のとおり 

 

 

7. 社会貢献(連携)・産学連携 

7-1. 社会貢献(連携)の理念と目標 

7-1-1. 理念 

１．医学研究の成果を社会に還元する仕組みを作るとともに，研究教育活動を通じて地域社会へ

の貢献を図る。 

２．国際交流を促進し，世界レベルの研究教育拠点の形成を目指す。 

３．時代に即応した研究資源（設備，人材）を整備する。 

 

7-1-2. 目標 

１．地域社会への貢献 

1-1．大学院臨床系連携講座を拡充するとともに，臨床指導医を育生して地域医療に貢献する。 

２．世界レベルの研究教育拠点の形成 

2-1．国際連携部門の機能を維持し，留学生支援の充実を図る。 

2-2．国外大学との学生交流や単位互換，共同研究を促進し，国際的研究教育ネットワークの構

築を図る。 

３．研究資源の整備 

3-1．大学院附属動物実験施設を整備する。 

3-2．光イメージング連携研究拠点を整備する。 

3-3．技術支援部の能力向上活動を支援する。 

 

7-2. 社会貢献(連携)の実績 

本研究院死因究明教育研究センターでは，学外医療機関からの画像診断読影受託のしくみを確立し，

2018年 2月から学外からの Ai（死亡時画像診断）の読影業務の受託を開始した。これにより，本学が

保有する豊富な画像診断の知見を広く地域に提供するとともに，地域と連携した医療安全・放射線読

影研究推進のシステムが確立された。また，病理学教室と連携して学外からの医療事故剖検を受け入

れ，研究・教育と地域に貢献している。 

社会との連携した研究推進については，寄附講座の設置・継続（計７件）を推進している。本中期

目標期間中，先端的糖鎖臨床生物学分野（2017年設置），先端的運動機能解析・制御学分野(2017年

設置)，糖尿病・肥満病体治療学分野（2018年設置），心不全低侵襲先進治療学分野（2018年設置），

心不全遠隔医療開発学分野（2018年設置）, 転移性骨腫瘍予防・治療学分野（2018年設置）, 心不全

医薬連携開発学分野（2019 年設置）を設置して,臨床応用を目指した研究が積極的に行われている。

寄附講座の研究費の総額は 2019年度で 125,833千円である。 
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7-3. 産学官連携研究等の状況 

公衆衛生領域や免疫・代謝内科学領域に関連して，北海道内の企業・行政・大学間で地域連携によ

る特色有る産学共同研究が実施されている。 

 

資料 12:第３期中期目標期間中に実施した特色有る地域連携による産学共同研究活動 

実施教室名 共同研究先 活動内容 

公衆衛生学 

筑波大学，北里大学，

岩見沢市や多数の企

業 

公衆衛生学教室 玉腰暁子教授が，文部科学省および国立研

究開発法人科学技術振興機構による「革新的イノベーショ

ン創出プログラム」(COI STREAM)に採択された北海道大学

COI「食と健康の達人」拠点の研究リーダーを務めている。

(Webサイト：https://www.fmi.hokudai.ac.jp/coi/) 

当該拠点の研究開発テーマは， 

 1.セルフヘルスケアプラットフォーム 

 2.健康ものさし 

 3.おいしい食・楽しい運動 

 4.健康コミュニティ 

であり，学内はもちろん，筑波大学，北里大学，ならびに

地域（北海道岩見沢市）や多数の企業が協働し，社会実装

を目指した産官学連携研究を展開している。  

免疫・代謝内

科学 

北海道大学大学院水

産科学研究院，公益

財団法人  函館地域

産業振興財団，地方

独立行政法人 北海

道立総合研究機構水

産研究本部，公益財

団法人 神奈川科学

技術アカデミー 

農林水産業・食品産業科学技術研究推進事業委託事業「北

方圏紅藻類の資源開発とその健康機能・素材特性を活かし

た次世代型機能性食品の創出」の中で，「ヒトでの有効性

の解明（生活習慣病リスクの予防と改善効果）」を担当し，

ヒト介入試験による紅藻類の生活習慣病の予防と改善の効

果について検討した。 

本プロジェクトは北海道大学大学院水産科学研究院，公益

財団法人 函館地域産業振興財団，地方独立行政法人 北海

道立総合研究機構水産研究本部，公益財団法人 神奈川科学

技術アカデミーとの共同研究として実施された。  

 

7-4. 高大連携活動の状況 

高大連携活動として，本学は 2008年 5月 29日，北海道教育委員会，札幌医科大学，旭川医科大学

との間に連携協定を締結した。この協定に基づき北海道教育委員会が中心となって実施している「地

域医療を支える人づくりプロジェクト事業」の一環として，北海道内の高校生に向けて，医学研究や

臨床への興味を育み，医学部への進学のモチベーションを上げる目的で，各高校へ本研究院及び医系

関係部局所属の教員が出向き医学関連の講演を行う「高校生メディカル講座」を行ってきた。2016年

度から 2020年度にかけて 18件の講演を行った。 

 

7-5. 学外活動の状況 

学外コミュニティへの貢献としては，全国学会主催などを含め 2016～2019年度間に 84件の学外活

動を行い，積極的な貢献を行っている。 

本研究院の専任教員が主催した全国学会のうち，参加人数が多いものは，第 59回日本神経学会学術

大会（2018年５月。参加者 6,300名以上），第 107回日本病理学会総会（2018 年６月。参加者 3,000

名），第 39回日本生物学的精神医学会／第 47回日本神経精神薬理学会 合同開催（2017年９月。参加

者 1,044名）であった。臨床医学・基礎医学ともに全道の基盤になっているのみならず，全国を牽引

する役割を担っている。 

http://www.fmi.hokudai.ac.jp/coi/)
http://www.fmi.hokudai.ac.jp/coi/)
http://www.fmi.hokudai.ac.jp/coi/)
http://www.fmi.hokudai.ac.jp/coi/)
http://www.fmi.hokudai.ac.jp/coi/)
http://www.fmi.hokudai.ac.jp/coi/)
http://www.fmi.hokudai.ac.jp/coi/)
http://www.fmi.hokudai.ac.jp/coi/)
http://www.fmi.hokudai.ac.jp/coi/)
http://www.fmi.hokudai.ac.jp/coi/)
http://www.fmi.hokudai.ac.jp/coi/)
http://www.fmi.hokudai.ac.jp/coi/)
http://www.fmi.hokudai.ac.jp/coi/)
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7-6. 生涯教育の実施状況 

生涯教育とは，人が生涯にわたり学び・学習の活動を続けていくことを保障し，実際にそれを援助

する教育活動と定義される。医学研究院の生涯教育に関する活動としては一般市民向けの市民公開講

座及び医師を含む医療関係者に対する講演会があげられる。市民公開講座数は 2016年度から 2020年

度にかけて計 4回開催された他，2019年には読売新聞社と共同で北大医学部「中学生のための医療体

験」を実施し，28名の中学生に対して体験学習プログラムを提供した。 

 

7-7. オープンキャンパスの実施状況 

医学部医学科自己点検評価書に記載する。 

 

 

8. 国際交流 

8-1. 国際交流の理念と目標 

8-1-1. 理念 

欧米の文化と科学技術を導入し，外国人教師の英語による授業を行った札幌農学校は，設立当初

から多様な世界にその精神を開いていた。それ以来，多くの本学の卒業生が海外において活躍し，

国際性の涵養という理念が，さまざまな形で受け継がれている。教養教育の充実によって自文化の

自覚に裏づけられた異文化理解能力を養い，外国語コミュニケーション能力を高め，国際的に活躍

できる人材を育成することの必要性はいうまでもない。北海道大学は，学生及び教職員の国際性を

涵養し，国際社会の発展に寄与するため，海外留学・研修の機会を拡大するとともに，外国人研究

者・留学生の受け入れを積極的に推進し，アジア・北方圏をはじめとする世界の人々との文化的・

社会的交流の促進を目指す 。 

この北海道大学の理念を踏まえ，医学研究院では，世界をリードする先進的医学研究を推進し，

高い倫理観と豊かな人間性を有する医学研究者・医療人を育てることにより，人類の健康と福祉に

貢献することを部局の理念として掲げ，これを達成するため，医学の様々な学術領域での国際交流

の促進を目指している。 

 

8-1-2. 目標 

大学院医学研究院，大学院医学院及び医学部医学科は，広範な医学知識，高い倫理観，豊かな人

間性，国際的視野を備え，医学の進歩と医療の実践・発展に寄与する医師・医学研究者を養成する

ことを教育目標として掲げ，具体的な行動目標の一つとして，国際交流の重要性を理解し，それに

必要な語学力，医学知識，教養を身につけることを掲げている。 
 

8-2. 国際交流の実績 

8-2-1. 協定締結状況 

2016年度～2019年度は，医学研究院においては，部局間交流協定締結を中心として，活発な国際

交流が行われた。 

部局間交流協定の締結校は，過去 12校であったものが，2016年度に 8校(アジア 6校，中東 1校，

ヨーロッパ 1校)，2017年度に 4校(アジア 1校，ヨーロッパ 3校)，2018年度に 2校 団体(アジア

1校，IAEAとの国内大学・医療機関コンソーシアム 1団体），2019年度に 1校(ヨーロッパ 1校)の

計 15校が加わり，計 27校となった。 

 

責任部局としての大学間交流協定校は，過去 7 校であったものが，2017 年に UAE 大学(アラブ首

長国連邦)，2018年に中国医薬大学(台湾)が部局間協定から大学間協定に格上げされたことにより，

計 9校・団体となった。 
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2016年 部局間協定 8校／大学間協定（責任部局）0校 

2017年 部局間協定 4校／大学間協定（責任部局）1校 

2018年 部局間協定 2校・団体／大学間協定（責任部局）1校 

2019年 部局間協定 1校／大学間協定（責任部局）0校 

 

資料 13：交流協定一覧 

年 月 国 大学 協定 

2016 9 韓国 慶北大学校 部局間 

 9 シンガポール ナンヤン工科大学 部局間 

 9 台湾 国立台湾大学 部局間 

 9 台湾 中国医薬大学 部局間 

 11 中国 香港中文大学 部局間 

 11 アラブ首長国連邦 UAE大学 部局間 

 12 フィンランド 東フィンランド大学 部局間 

 3 台湾 国立陽明大学 部局間 

2017 7 アラブ首長国連邦 UAE大学 大学間（責任部局） 

 8 マレーシア マラヤ大学 部局間 

 12 イタリア ヴェローナ大学 部局間 

 1 ドイツ ハンブルク大学 部局間 

 1 ドイツ ルートヴィヒ・マクシミ

リアン大学ミュンヘン 

部局間 

2018 6 台湾 中国医薬大学 大学間（責任部局） 

 11 オーストリア IAEA（国際原子力機関） 国内大学・医療機関コンソーシ

アム（部局間） 

 3 韓国 高麗大学校 部局間 

2019 4 スペイン ナバーラ大学 部局間 

（医理工学院，病院と 3部局連

携） 

 

8-2-2. 教員・学生の交流状況 

大学院医学研究院，大学院医学院及び医学部医学科における国際交流の円滑な推進を図るため，

国際交流基金を設け，外国人研究者，若手研究者及び留学生等に対する各種の援助・補助事業が行

われている。 

教員の交流として，2016年度～2019年度の間に研究院長・国際連携部門長が海外の大学を視察し

た回数が 4件，表敬訪問を受けた回数が 13件となっている。 

 

資料 14 国際交流（往訪） 

年月 大学・組織 往訪者 内容 場所 

2016.11.5 
UAE 大 学 医 学 部

（UAE） 

笠原医学研究科長，

吉岡国際連携室長 

協定調印式 

（部局間協定） 

 

UAE大学 

アブダビ市 

2017.7.19 UAE大学（UAE） 吉岡医学研究院長 
協定調印式 

（大学間協定） 
東京 

2018.1.29 
ハンブルグ大学医

学部（ドイツ） 

吉岡医学研究院長，

畠山国際連携室長 

協定調印式 

（部局間協定） 
ハンブルグ大学 

2018.1.30 
ミュンヘン大学医

学部（ドイツ） 

吉岡医学研究院長，

畠山国際連携室長 

協定調印式 

（部局間協定） 
ミュンヘン大学 
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資料 15 国際交流（来訪） 

年月 大学・組織 対応者 内容 

2016.9.15 

ナンヤン理工大学医学部

（シンガポール） 

Dean James Best, 

Executive Vice Dean 

Lionel Lee 

笠原医学研究科長，吉

岡国際連携室長 

協定調印式 

（部局間協定） 

2017.2.17 

在日 UAE大使 

Excellency Mr. Khaled 

Omran Sqait Sarhan 

Alameri 

笠原医学研究科長，吉

岡国際連携室長 
表敬訪問 

2017.7.4 

UAE大学医学部（UAE） 

Vice Dean Dr. Suleiman Al 

Hammadi 

吉岡医学研究院長，畠

山国際連携室長 

表敬訪問 

派遣学生の実習視察 

2017.12.7 コロラド州立大学（米国） 吉岡医学研究院長 面談 

2018.2.27 コロラド州立大学（米国） 吉岡医学研究院長 面談 

2018.7.20 
中国医学科学院（中国） 

巴徳年先生，任進教授，他 

吉岡医学研究院長 

畠山国際連携部門長 
表敬訪問 

2018.8.31 

台北医学大学（台湾） 

President Chien Huang 

Lin, Vice President 

Chieh-Hsi Wu, Dean 

Pei-Shan Tsai, Office of 

Global Affairs, Dean 

Jenny Su, Office of Public 

Affiars, Prof. Kang-Yun 

Lee 

吉岡医学研究院長 

畠山国際連携部門長 
表敬訪問 

2018.10.23 

コロラド州立大学（米国） 

Dean of College of 

Veterinary Medicine and 

Biomedical Sciences Mark 

Stetter 他 

吉岡医学研究院長 

畠山国際連携部門長， 

シェーン北海道大学

病院国際医療副部長 

面談（病院長室に来訪） 

2019.2.28 江原大学校（韓国） 畠山国際連携部門長 表敬訪問 

2019.3.11 

高麗大学校（韓国） 

Dean Hong Sik Lee, 

Professor Wong Sun, 他 

吉岡医学研究院長， 

畠山国際連携部門長， 

坂本教務委員長 

部局間交流協定調印式 

2019.9.24 

ビクトリア法医学研究所

（豪州） 

Chris O’Donnell博士 

吉岡医学研究院長 意見交換 

2019.9.30 

IAEA（国際原子力機関））

IAEA Diana Paez 博士，京

都府立医科大学玉木長良教

授 

吉岡医学研究院長 表敬訪問 

2019.10.8 

オックスフォード大学（英

国） 

Professor Trevor Sharp 

吉岡医学研究院長 意見交換 

 

学生の交流として，過去にアジア地区の大学からの数名の受入・派遣に限定されていたが，受入

は，2016年度に 32名，2017年度に 34名，2018年度に 53名，2019年度に 36名を達成した。派遣
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も，2016年度に 6名，2017年度に 9名，2018年度に 15名，2019年度に 16名を達成し，協定締結

と共に，ここ数年増加傾向がみられる。 

 

資料 16 学生受入 

年度 国・地域 校数 人数 受入元 

2016 10か国・地域 12校 32名 

慶北大学 1名，慶尚大学 2名，延世大学 1名，台北医学

大学 3名，香港大学 5名，シンガポール国立大学 2名，

マヒドーン大学 7 名，ファティマ大学 1 名，UAE 大学 4

名，東フィンランド大学 1名，アイスランド大学 1名，

ジュネーブ大学 4名 

2017 9か国・地域 14校 34名 

慶北大学校 2名，慶尚大学校 2名，台北医学大学 5名，

国立台湾大学 2名，中国医薬大学 3名，香港大学 4名，

香港中文大学 3名，マラヤ大学 1名，シンガポール国立

大学 2名，UAE大学 6名，東フィンランド大学 1名，ルー

トヴィヒ・マクシミリアン大学ミュンヘン 1 名，ハンブ

ルグ大学 1名，ケンブリッジ大学 1名 

2018 11か国・地域 18校 53名 

慶北大学校 4名，慶尚大学校 2名，中央大学校 1名，台

北医学大学 4名，国立陽明大学 2名，国立台湾大学 4名，

中国医薬大学 2名，香港大学 8名，香港中文大学 1名，

マヒドーン大学 4名，マラヤ大学 1名，ナンヤン理工大

学 4 名，シンガポール国立大学 3 名，UAE 大学 7 名，東

フィンランド大学 2名，ロンドン大学 2名，ヴェローナ

大学 1名，シドニー大学 1名 

2019 12か国・地域 19校 36名 

高麗大学校 1名，国立陽明大学 2名，国立台湾大学 4名，

中国医薬大学 2名，国立成功大学 3名，香港大学 1名，

香港中文大学 1名，マヒドーン大学 4名，ナンヤン理工

大学 4 名，シンガポール国立大学 2 名，UAE 大学 4 名，

カレル大学 1名，ハンブルグ大学 2名，チューリッヒ大

学 1名，パヴィア大学 1名，ヴェローナ大学 1名，オタ

ゴ大学 1名，シドニー大学 1名 

 

資料 17 学生派遣 

年度 国・地域 校数 人数 派遣先 

2016 2か国・地域 2校 6名 台北医学大学 5名，シンガポール国立大学 1名 

2017 4か国・地域 4校 9名 
香港大学 3 名，シンガポール国立大学 2 名，UAE 大学 2

名，ロヨラ大学 2名 

2018 5か国・地域 7校 15名 

台北医学大学 4名，国立台湾大学 1名，香港大学 3名，

シンガポール国立大学 2名，ナンヤン理工大学 1名，UAE

大学 3名，ロヨラ大学 1名 

2019 8か国・地域 9校 16名 

ソウル大学校 2名，マヒドーン大学 2名，シンガポール

国立大学 2 名，UAE 大学 2 名，ルートヴィヒ・マクシミ

リアン大学ミュンヘン 2名，ハンブルグ大学 1名，ヴェ

ローナ大学 2名，ザンビア大学 2名，ロヨラ大学 1名 

 

当部局の学生のみならず，全学教育学部の学生もサポートしており，国際連携部門として，2016

年度に 13名，2017年度に 16名，2018年度に 6名の面接を行って派遣を決定した。また，医学部医

学科の総合型選抜入試の中で，国際関係の面接（Multiple Mini Interview [MMI]）を担当した（2019

年度）。 
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また，外国の大学等教育機関と連携して教育及び研究の国際化を図るために設置された医学教

育・国際交流推進センター国際連携部門（旧国際連携室）が中心となって医学系事務部総務課と協

働し，各種公文書の英語化，英語のみで学位取得が可能な英語プログラムの設置，外国人留学生が

渡日せずに本学を受験可能とする外国人特別選抜制度の実施（2016年～2019年での合格者計 6名）

など，留学生の受入体制強化システムを充実させた。また，政府派遣留学生(日本政府(MEXT奨学金)，

中国政府(国家建設高水平大学公派研究生項目)，インドネシア政府(LPDP)など)の受入も積極的にサ

ポートした。 

 

資料 18 外国人特別選抜制度による入学試験の実施 

 受験者数 出身国数 
博士課程

受験者数 
出身国数 

修士課程

受験者数 
出身国数 

2016 1 1 1 1 0 0 

2017 1 1 1 1 0 0 

2018 1 1 1 1 0 0 

2019 3 1 3 1 0 0 

 

8-2-3. 国際共同研究の実施状況 

本研究院では，第３期中期目標期間に 49件の国際共同研究が推進されてきた。内訳は，ヨーロッ

パ各国（23件），アメリカ・カナダ（22件），アジア（7件）である（一部重複含む）。 

 

第３期中期目標期間に係る国際共同研究の論文のうち特記すべきものとして，Nature1編，Nature 

Medicine 1編，Nature Neuroscience 1編，Nature Cell Biology 1編，Nature Communications 8

編，Cell 1編，Cancer Cell 2編が発表されている。 

 

8-2-4. 国際会議等への出席状況 

国際学会における発表件数は，2016年度 128件，2017年度 115件，2018年度 144件, 2019年度

60件であり，そのうち招待講演は，2016 年度 62件，2017年度 55件，2018年度 55件, 2019年度

30 件と多数であった。また，国際学会での一般講演筆頭発表者は，2016 年度 51 名，2017 年度 60

名，2018年度 99名，2019年度 30名，またポスター・その他筆頭発表者は，2016年度 117名，2017

年度 120 名，2018 年度 177 名，2019年度 106 名，2015年度の 121 名に対して増加傾向にあり，若

手教員や研究者が積極的に海外で研究成果を発信する傾向にあることを示す。 

 

2016〜2019年度の 4年間の合計として，英文原著論文の発表（2,599編）や国際学会の主催（24

件），国際学会での発表（809件）が行われ，研究成果を広く世界に発信している。 

 

8-2-5. 国際学会，国際シンポジウム，国際研究集会等の主催状況 

第 3期中期目標期間の 4年間に主催した国際学会は 24件あり活発な活動が行われている。参加者

数の多い上位 3 件は，1) The 75th Annual Meeting of Japan Radiological Society（6,908 名，

2016年4月），2) 10th Congress of the Asian-Pacific Society of Thrombosis and Hemostasis(APSTH)

（2,000名，2018年 6月），3) 国際眼炎症ワークショップ（347名，2019年 6月）であった。 

 

8-2-6. 外国人研究者等の受入状況 

研究交流のため海外の大学から受け入れた訪問外国人研究者は，2016 年度 10 名，2017 年度 8
名，2018 年度 30 名，2019 年度 19 名である。 
また，外国人教員の採用実績として 2016 年度 5 名，2017 年度 10 名，2018 年度 13 名，2019

年度 15 名となっており，ここ数年増加傾向が見られる。 
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8-3. 国際貢献の状況 

UAE 大学との部局間協定締結・大学間協定格上げに関連して，経済産業省補助事業(2016 年度産油

国石油精製技術等対策事業費補助金（産油・産ガス国開発支援事業のうち産油・産ガス国産業協力事

業に係るもの）による委託事業)に関して大学として協力するかたちで，経済産業省副大臣，在 UAE
日本大使臨席による UAE での部局間協定調印式，それに引き続く，アブダビ教育評議会 Director 
General(日本アブダビ経済協議会兼務)を本邦に招いての大学間協定調印式を挙行することで，医療・

教育分野の国際連携を通じて，本学が国家間の経済協力やパートナーシップにも貢献していることを

示した。また，在京 UAE 大使の北海道経済産業局来道の際にも，UAE での放射線医学の教育施設設

立などによる国際貢献の可能性について先方に提案した。これらにより管轄省庁を超えた国際貢献の

可能性を国内外に示した。 
ODA/JICA 関係としては，医学研究院の英語プログラム設置に伴って，2013 年度から，医学研究

院として JICA 長期研修員受入(留学)プログラムに参画しているが，2016 年 10 月入試より外国人特

別選抜制度による運用も開始されるようになった。これにより，ABE イニシアティブや SDGs グロー

バルリーダーに手を挙げる基盤が整っている。今後，研究テーマの合致する志願者の受入について，

数年後の先を見据えて戦略的に進める予定である。 
 

8-4. その他国際連携に関する教育活動並びに広報活動の状況 

2016年度～2019年度にかけて，教育目標にある国際的視野を備えた人材の育成，行動目標として掲

げられている国際交流の重要性の理解を，当部局の教育活動として具現化する方策として各種行事，

セミナー，会合を主催しており，また，その活動内容を積極的に対外発信するようにしている。 

 

１）インターナショナルアワー 

参加者が互いの国の文化への理解・交流を深めることを目的として，留学生（学部レベルの交

換留学生や，外国人大学院生）がプレゼンターとなり，出身国の文化事情などを英語で紹介した。 

 

資料 19 インターナショナルアワーの開催状況 

年度  開催日 発表者大学 発表者人数 参加人数 

2016 

1 2016.4.12 マヒドーン大学 3 不明 

2 2016.5.17 シンガポール国立大学 2 不明 

3 2016.7.12 UAE大学 4 15 

4 2016.7.21 ジュネーブ大学 4 13 

5 2016.11.15 東フィンランド大学 1 16 

6 2017.1.24 慶尚大学校・慶北大学校 3 5 

7 2017.2.2 台北医学大学 2 17 

8 2017.3.9 マヒドーン大学 4 18 

2017 

1 2017.4.21 香港中文大学 3 21 

2 2017.5.12 国立台湾大学 2 14 

3 2017.7.4 UAE大学 6 31 

4 2017.7.18 ケンブリッジ大学 1 34 

5 2017.10.3 ミュンヘン大学 1 25 

6 2017.12.21 ロンドン大学 1 21 

7 2018.1.23 慶尚大学校 2 22 

8 2018.2.6 中国医薬大学 2 22 

2018 1 2018.5.22 マレーシア出身北大医学院生 1 26 
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(免疫・代謝内科学教室） 

2 2018.6.19 香港大学 4 24 

3 2018.11.27 東フィンランド大学 2 19 

4 2019.1.22 韓国中央大学校 1 34 

5 2019.2.19 シドニー大学 1 26 

2019 

1 2019.5.21 ハンブルク大学 1 25 

2 2019.6.4 チューリッヒ大学 1 25 

3 2019.9.5 カレル大学 1 8 

4 2019.11.12 ヴェローナ大学 1 15 

5 2019.12.3 オタゴ大学 1 23 

 

２）留学体験セミナー 

若い世代の内向き志向を克服し，グローバルな舞台で活躍できる人材の育成を図る目的で開講

されるセミナーであり，実際に留学を経験した教職員・学生が，留学に至った経緯や現地での体

験などを参加者に報告した。 

 

資料 20 留学体験セミナーの実施状況 

年度  開催日 派遣先，留学先 発表者人数 参加人数 

2016 

1 2016.6.28 WHO（世界保健機構） 1 16 

2 2016.7.6 
台湾医学大学， 

シンガポール国立大学 

6 21 

3 2016.10.11 
トーマス・ジェファーソン大学， 

プリマス大学 

2 16 

4 2017.1.13 ウィスコンシン大学マディソン校 1 17 

2017 

1 2017.4.28 
トーマス・ジェファーソン大学， 

イギリス 

2 15 

2 2017.7.7 

香港大学， 

シンガポール国立大学， 

ロヨラ大学シカゴ校 

7 21 

2018 

1 2018.7.17 
UAE大学， 

国立台湾大学 

3 15 

2 2018.7.17 
シンガポール国立大学， 

台北医学大学 

6 11 

3 2018.7.20 
ナンヤン理工大学， 

ロヨラ大学シカゴ校 

2 17 

4 2018.7.24 香港大学 3 12 

2019 

1 2019.7.17 ソウル大学校 2 22 

2 2019.7.19 シンガポール国立大学 2 30 

3 2019.7.23 ロヨラ大学シカゴ校 1 22 

4 2019.10.1 
ハンブルク大学， 

UAE大学 

4 23 

5 2019.10.1 マヒドーン大学 2 13 

6 2019.10.2 
ザンビア大学， 

ヴェローナ大学 

4 15 

7 2019.10.3 ミュンヘン大学 2 19 
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３）English Lunch Cafe 

外国人教員や留学生と，本学の日本人学生が，互いに英語でコミュニケーションを取って情報

交換を行うというもので，学業が忙しくて留学生と交流する機会の少ない日本人学生，本学で学

生生活を送る際に有益な情報を入手したい留学生の双方を配慮した英会話実践の場を設けた。 

 

資料 21  English Lunch Cafeの実施状況 

年度  開催日 参加人数 

2016 

1 2016.10.25 5 

2 2016.11.29 17 

3 2016.12.20 14 

4 2017.1.17 4 

5 2017.2.21 8 

6 2017.3.21 3 

2017 

1 2017.10.17 11 

2 2017.11.14 6 

3 2017.12.12 4 

4 2018.1.16 8 

5 2018.2.20 6 

6 2018.3.20 7 

2018 

1 2018.4.17 11 

2 2018.5.15 7 

3 2018.6.12 6 

4 2018.7.10 8 

5 2018.9.11 5 

6 2018.10.9 11 

7 2018.11.6 12 

8 2018.12.11 6 

9 2019.2.12 9 

10 2019.3.12 9 

2019 

1 2019.4.9 19 

2 2019.5.14 9 

3 2019.6.11 3 

4 2019.7.2 9 

5 2019.8.20 2 

6 2019.9.10 5 

7 2019.10.29 5 

8 2019.11.26 6 

9 2019.12.17 4 
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10 2020.1.28 4 

11 2020.2.25 7 

 

４）医学英語教育セミナー 

医学部医学科 2年次学部専門科目をさらに発展させ，より高度で実践的な内容を学びたいとい

う学生の要望に応えるべく，外部講師が実践的な英語を指導するセミナーを企画した。2018年度

からは外国人教員による症例報告セミナーも実施した。 

 

資料 22 英学英語教育セミナーの実施状況 

年度  開催日 内容 参加者数 

2017 

1  2017.10.23 English Seminar  45 

2  2017.11.13 English Seminar  45 

3  2017.12.11 English Seminar  40 

4  2018.01.31 English Seminar  30 

2018 

1 2018.5.7 Seminar by Dr. Zeyan Liew (UCLA, US) 25 

2 2018.10.4 Patient case presentation in English 12 

3 201811.8 Patient case presentation in English 13 

4 2018.12.6 Patient case presentation in English 13 

5 2019.1.24 Patient case presentation in English 15 

6 2019.2.14 Patient case presentation in English 17 

7 2019.3.19 Patient case presentation in English 18 

8 2018.12.19 English Seminar  50 

9 2019.1.21 English Seminar  45 

10 2019.2.13 English Seminar  30 

11 2019.2.18 English Seminar  25 

2019 

1 2019.8.1 International seminars by Prof. Adrian Covaci 25 

2 2019.8.1 International seminars by Prof. Adrian Covaci 40 

3 2019.8.2 International seminars by Prof. Adrian Covaci 25 

4 2019.4.18 Patient case presentation in English 20 

5 2019.5.23 Patient case presentation in English 22 

6 2019.6.20 Patient case presentation in English 21 

7 2019.10.24 Patient case presentation in English 20 

8 2019.11.21 Patient case presentation in English 23 

9 2019.12.12 Patient case presentation in English 24 

10 2020.1.23 Patient case presentation in English 22 

11 2020.2.13 Patient case presentation in English 21 

12 2020.3.12 Patient case presentation in English 22 

13 2020.1.27 English Seminar  50 

14 2020.2.3 English Seminar  40 

15 2020.2.12 English Seminar  30 

16 2020.2.17 English Seminar  30 

 

４）国際連携部門だより(Voice of International Students (VIS)) 

当部局・関連部局の大学院生，学部学生の声を発信することと異文化間の情報交換を促進する

ことを目的として，異文化コミュニケーションを養い，国際交流を実践できるようにするために

情報を英語で対外発信した。当部局の公式出版物として，2016 年度～2019 年の各年度に 3 回ず

つ計 12回発行した。 
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9. 広報 

9-1. 広報活動 

9-1-1. 一般広報・入試広報  

9-1-1-1. 報道 

2016 年度から 2019 年度にかけて，医学研究院のホームページを随時拡充し，最新の学会情

報，研究成果に関するプレスリリース，教員の受賞情報を研究院内で共有できるようにした。4

年間で 69件のプレスリリース，205件の受賞情報を広報した。研究者への最先端研究に関する

テレビ・新聞等の取材などは，必要に応じて，アウトリーチ活動の一環として広報室が支援し

た。 

 

9-1-1-2. ホームページ 

本研究院・医学部医学科ホームページは，2007年度に大幅改修を行ったが，2011年度にはさ

らにホームページ内容を拡充し，学会情報や研究成果に関するプレスリリース，教員の受賞情

報を掲載するようにし，学部・大学院の情報を社会にむけてきめ細かに広報する現在のウェブ

の体制を整えた。2016年度には，分野概要英語ページの更新を広報室が担当して行った。国際

連携室が発行している各種情報も，広報室と連携して定期的にウェブで情報を掲載発信してき

た。 

2016年度には，大学院進学希望者にむけて本研究科の有益情報を広報するべく，専用のウェ

ブサイトを立ち上げた。この広報媒体を通して，大学院生の研究生活の様子や入学後の各種プ

ログラムや支援情報を発信している。大学院医学院・医学部医学科に関する募集要項，入試情

報等を，随時ホームページに掲載している。合格者の発表，及び学科編入の志願状況を，ウェ

ブ上でも公開している。 

2014 年度には，国際化の進展に対応して部局メインウェブサイト英語版のリニューアルを

行った。それまでの英語サイトは限られた情報だけを掲載していたが，日本語サイトと同等の

内容を英語サイトにも掲載することにより，広く世界に向けた情報発信が可能となった。この

改編では時代の趨勢に即して視覚面を重視し，多くの人の目に留まる親しみやすいデザインを

目標とした。2015年度には，日本語サイトでも同様のリニューアルを行い，これ以降は日英両

サイトが統一された構成と外観で維持されている。 

2017年 4月に大学院の再編と医理工学院の設置が行われる予定に対応し，メインサイトと大

学院進学希望者向けサイトを統合して新たに「医学部医学科・医学院・医理工学院・医学研究

院ウェブサイト」として再構成する計画を 2016年度に開始した。ウェブサイトに対する攻撃が

世界的に増加していたことから安全確保が強く求められていた情勢を反映し，今回のサイト制

作と実装はセキュリティを最重視して行った。部局再編と同時に新サイトが公開された後は継

続的に内容を追加し，教室の研究内容，大学院学生の学修・研究活動，部局全体に係る各種デー

タなど豊富な内容を掲載しており，今後も適時に拡充を行う予定である。 

 

9-1-1-3. 刊行物 

・北大医学部百周年記念誌の刊行 

全体行事にかかる活動として，2017年度から北大医学部百周年記念誌の編纂作業をすすめて

おり，百周年記念誌刊行小委員会を設置し，教員を配置することで，事務部との連携を取り

ながら記念誌の刊行作業を推進している。 

 

医学研究院・医学部医学科で定期的に発行している刊行物を資料 23に示す。一般広報として，

医学部「広報」を年 3回刊行している。 

医学科及び医学院に進学希望者向けの入試広報として，医学科，修士課程，博士課程の各種

案内と概要を年 1回発行している。大学院の修士・博士案内では，海外からの留学生に良い環

境を提供するために英語版も刊行している。 

広報室一般広報及び入学希望者等にむけた入試広報を，各種入学希望者向けのイベント等
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（オープンキャンパス等）で利用するために完成時期を設定し，毎年鮮度の高い情報を更新し

ている。 

 

資料 23 刊行物一覧 

広報誌等名 
発行回

数 
掲載内容等 形態 

北海道大学大学院医学研究院・大学

院医学院・医学部医学科概要（日本

語版） 

年 1回 

医学研究院・医学院・医学部の沿革，

組織，職員数，学生数等の概要を掲

載 

冊子，PDF

版 

北海道大学大学院医学研究院・医学

院・医学部医学科概要（英語版） 
年 1回 

医学研究院・医学院・医学部の沿革，

組織，職員数，学生数等の概要を掲

載（英文） 

冊子，PDF

版 

北海道大学大学院医学研究院・大学

院医学院・医学部医学科広報 
年 3回 

医学研究院・医学院・医学部医学科

のニュース，トピックス，お知らせ

等を掲載 

冊子，PDF

版 

北海道大学大学院医学研究院・大学

院医学院・医学部医学科紹介 DVD 
不定期 

入学志願者，一般向けにカリキュラ

ム，医学研究院・医学院・医学部医

学科の特色等を紹介 

DVD 

北海道大学医学部医学科紹介動画

（日本語版） 
不定期 

入学志願者，一般向けに医学部医学

科の特色等を紹介 

YouTube

動画 

北海道大学医学部医学科紹介動画

（英語版） 
不定期 

入学志願者，一般向けに医学部医学

科の特色等を紹介 

YouTube

動画 

北海道大学医学部医学科案内 年 1回 入学志願者，一般向け医学科案内 
冊子，PDF

版 

VIS-Voice of the International 

Students- 国際連携部門だより（英

語版） 

年 3回 

留学生（大学院生・交換留学生），

医学科学生の意見，国際交流イベン

トの紹介・参加者の感想等を掲載 

冊子，PDF

版 

北海道大学 大学院医学院 

修士課程案内（日本語版） 
年 1回 

入学志願者，一般向け医学院修士課

程案内 

冊子，PDF

版 

北海道大学 大学院医学院 

修士課程案内（英語版） 
年 1回 

入学志願者，一般向け医学院修士課

程案内（英文） 

冊子，PDF

版 

北海道大学 大学院医学院 

修士課程公衆衛生学コース 学生募

集チラシ 

不定期 入学志願者向けに募集案内 チラシ 

北海道大学 大学院医学院 

修士課程公衆衛生学コース 学生募

集チラシ（英語版） 

不定期 入学志願者向けに募集案内（英文） チラシ 

北海道大学 大学院医学院 

博士課程案内（日本語版） 
年 1回 

入学志願者，一般向け医学院博士課

程案内 

冊子，PDF

版 

北海道大学 大学院医学院 

博士課程案内（英語版） 
年 1回 

入学志願者，一般向け医学院博士課

程案内（英文） 

冊子，PDF

版 

北海道大学大学院医学研究院 連携

研究センター「フラテ」概要 
年 1回 

センターの組織，研究概要，セミ

ナー，研究業績等を掲載 

冊子，PDF

版 
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10. 管理運営等 

10-1. 管理運営体制 

10-1-1. 管理運営体制 

医学研究院長をサポートする体制として以下の職を設置し，毎週開催される執行会議において医

学研究院・医学院・学部内の諸課題を検討している。 

 

副研究院長（研究担当，兼広報室長，研究戦略室長） 

副研究院長（教育担当，医学教育・国際交流推進センター国際連携部門長） 

研究院長補佐（医学科教務委員会委員長） 

研究院長補佐（医学院教務委員会委員長） 

研究院長補佐（研究連携及び総務担当） 

 

組織運営内規の定めるところにより医学研究院に医学研究院教授会を，医学院に医学院教授会を，

医学部に学部教授会を置き，重要事項の審議にあたっている。また，学部教授会に医学科会議及び

保健学科会議を置いている。 

研究院教授会では主に規程等の制定及び改廃，教員の人事，予算及び決算，その他教育，研究及

び運営に関する事項を審議し，医学院教授会では主に専攻・講座の設置及び改廃，医学院学生の入

学修了並びに除籍及び懲戒，教育課程の編成及び試験に関する事項を審議している。なお，医学院

教授会の構成員に，学位論文審査資格を有する医学院専任の准教授を加えた教授会で学位論文の審

査及び修了判定に関わる事項を審議している。 

医学部教授会（医学科会議）では病院教員の人事，学部学生の入学，修了，除籍及び懲戒，教育

課程の編成及び試験，学生の課外活動，その他学科の教育，研究及び運営に関する重要事項を審議

している。 

医学部・歯学部合同教授会では，専ら北海道大学病院長候補者の選考に関する事項を審議してい

る。 

医学研究院附属の研究施設として動物実験施設があり，研究院内には連携研究センター，医学教

育・国際交流推進センター，死因究明教育研究センター，クリニカルシミュレーションセンター，

医療イノベーションセンター，医理工学グローバルセンター，医歯学総合研究棟中央研究部門を置

いている。各施設，センターにはそれぞれ施設長，センター長を置くとともに運営委員会を置き，

運営にあたっている。このほか，研究院，医学院及び医学部に広報室及び研究戦略室を置き，室長

は副研究院長が担当している。 

 

10-1-2. 教員組織編成 

10-1-2-1. 教員組織編成 

教育組織である医学院には，博士課程に医学専攻，修士課程に医科学専攻を置いている。 

研究組織である医学研究院には，生理系，病理系，社会医学系，内科系，外科系，専門医学系，

連携医学系の 7つの部門を置き，部門には分野を置き，分野には教室を置いている。その他，組

織運営内規の定めるところにより部門に寄附分野及び産業創出分野を設置している。2019年度（5

月 1日現在）における教員の現員と配置は資料 24に示すとおりである。 

 

資料 24 医学研究院（部門別）教員数 

 2019年 5月 1日時点(特任含む) 

部門等 教授 准教授 講師 助教 助手 計 

生理系 6 3 8 16 0 33 

病理系 2 3 1 12 0 18 

社会医学系 2 3 1 9 0 15 

内科系 7 8 2 13 0 30 

外科系 4 3 4 11 0 22 
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専門医学系 9 10 5 20 1 45 

連携医学系 1 1 0 1 0 3 

動物実験施設 0 0 0 2 0 2 

医学教育･国際交流推進センター 0 1 0 2 0 3 

死因究明教育研究センター 0 1 0 2 0 3 

クリニカルシミュレーションセンター 0 1 0 0 0 1 

中央研究部門 0 0 0 1 1 2 

寄附分野 1 2 2 5 0 10 

産業創出分野 0 1 0 0 0 1 

計 32 37 23 94 2 188 

 

10-1-2-2. 教員現員・配置及び採用状況 

教員の定員は人件費ポイント係数として数値管理の上，採用・昇任・配置換え等を行っている。

各教室等にはそれぞれ人件費ポイントが与えられており，その範囲内で教員の採用が可能である。

その他，必要に応じて，医学研究院長の裁量人件費ポイント，全学運用教員制度，寄附講座の設

置等により教員を採用している。 

2017年からは医学研究科が医学研究院・医学院に改組されたこと及び医理工学院が設置された

ことに伴い，教員所属の組織が変更され，以下の分野・教室が新設・廃止された。 

 

【医理工学院担当となった分野】 

・（協力講座）病態情報学講座 応用分子画像科学分野 

・（協力講座）先端医学講座 医学物理工学分野 

 

【名称変更された講座】 

・微生物学講座 → 微生物学免疫学分野 

・病態情報学講座 → 放射線科学分野 

・先端医学講座 → 医生物学分野 

 

【新規設置・名称変更された教室】 

・衛生学・細胞予防医学分野 → 衛生学教室 

・産科・生殖医学分野及び生殖内分泌・腫瘍学分野が統合 → 産婦人科学教室 

・スポーツ医学分野 → 再生医療教室 

・社会医学分野 医療安全管理学教室（2017.9 設置） 

 

2019年からは，放射線医学教室内の治療部門と診断部門が分化し，その内診断部門が核医学教

室と統合するかたちで，以下のとおり教室が新設された。 

 

【新規設置・名称変更・廃止された教室】 

・放射線治療医学教室 → 放射線治療学教室 

・核医学教室 → 画像診断学教室 

・再生医療教室 → （2019.3.31 廃止） 

 

なお，医学部には，医学科，保健学科の 2学科が置かれ，各学科には学科目が置かれている。

医学科の学科目は医学研究院の教員が担当している。 
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10-1-3. 教員人事 

教授候補者の選考にあたっては，医学研究院長の他に医学研究院教授会で投票により選出された

教授 6名からなる選考委員会を設置している。選考委員会は教室のあり方等を検討し，公募文書を

作成し，公募を行った後，面接及びセミナーによる選考を経て，選考委員会は 3名以内の教授候補

予定者を教授会に提示し，臨時教授会において 1 名の教授候補者を決定している。2016 年～2019

年にかけて，11件の教授人事が行われ，内部昇格は 5件，外部からの招聘は 6件であった。出身大

学別では，自学出身者は 6名，他大学出身者が 5名であった。 

准教授，講師候補者の人事は，研究院人事委員会で審査を受けたのち，教授会での投票によって

決定している。各職位に求められる業績の水準や資格がガイドラインによって決められており，人

事委員会はこれに基づき任用の可否を審議している。助教候補者の人事は，研究院人事委員会で任

用の可否が決定され，教授会で報告される。 

また，2009 年度から 2014 年度までの間に任用された教員は，北海道大学大学院医学研究科教員

のテニュア・トラック制に関する内規に基づき，教授も含めすべての職階において 5年の任期を付

したテニュア・トラック制を導入されており，テニュア賦与の可否はテニュア審査委員会による審

査を経て，教授会で決定される。 

2015年度以降に任用された教員については，准教授・講師・助教に関しては，北海道大学大学院

医学研究院教員の業績審査及び再任審査に関する内規に基づく再任審査により再任することができ，

教授・准教授・講師に関しては，業績審査により任期の定めのない教員になることができることと

している。特任教授，准教授，講師候補者の人事は研究院人事委員会で審査を受けたのち，教授会

での投票によって決定している。特任助教候補者の人事は，研究院人事委員会で任用の可否が決定

され，教授会で報告されている。 

後任の補充に時間を要するなどの理由により，研究院で使用されるべき人件費ポイントが，2017

年度末時点で 8.526ポイント，2018年度末時点で 3.855ポイント，2019年度末時点で 12.78ポイン

ト未使用の状態であった。これらの研究院の空き人件費ポイントを活用して，医学研究院における

外国人教員の積極的採用のための方策により，2016年度から 2019年度までの期間で外国人助教 10

名を任用するなど，人件費ポイントの有効活用を図っている。 

 

10-2. 教育研究支援体制 

10-2-1. 事務系組織 

医学研究院，医学部医学科の事務業務は，医学系事務部が担当している。医学系事務部は，総務

課，会計課，保健科学研究院事務課及び図書担当（附属図書館所属）から成り，医学系事務部長の

指揮の下，病院事務部と協力の上，業務を行っている。 

教員組織と密接に関わる業務については主に総務課が，予算及び決算，契約，外部資金，施設等

については会計課がそれぞれ相互調整の上担っている。各教員及び各講座と連携の上，各課が一体

となって業務を進めている。 

遺伝子病制御研究所，アイソトープ総合センター，環境健康科学研究教育センター，脳科学研究

教育センター，医学教育・国際交流推進センター，連携研究センターの業務に係る事務も行ってい

る。 

研究院の意志決定機関である医学研究院教授会，医学科会議，医学院教授会には，医学系事務部

も参加し，懸案事項の解決，中期目標等の達成のために一体となって大学運営に当たっている。 

 

10-2-2. 技術系組織 

国立大学法人化に伴い，部局・講座の垣根を越えて効率的な技術支援を可能にするため全学的な

組織，技術支援本部が設置され，技術職員は全員兼任することになった。 

技術支援本部主催の研修会・技術研究会などが行われ，医学研究院・技術支援部は積極的に参加・

発表を行ってきた。 

また，技術支援部予算による学会発表・他大学開催の講習会・機器メーカーでのトレーニングに
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参加し各自の技術向上や成果の発表を行っている。 

2016年度に技術職員を 1名追加し 13名とした。 

2017年度に技術職員 1名が技術専門職員へ昇任した。 

2018年度に技術専門職員 2名が技術専門員へ昇任した。 

2019年度に技術職員 1名が技術専門職員へ昇任した。 

 

10-3. 財務 

10-3-1. 予算・予算配分・研究費の獲得 

予算案は，執行会議，将来計画委員会，教授会の審議・承認を得た上で決定し，各教室等に配分

している。 

研究費の獲得について，科学研究費補助金（文部科学省及び厚生労働省分）（新規・継続）採択件

数（代表分）は 2016年度 166件（433,010千円），2017年度 165件（511,030千円），2018年度 177

件（529,750千円），2019年度 178件（522,738千円）と，2015年度 160件（447,220千円）に対し

て件数・獲得金額ともに増加しており，年度毎にさらに増加傾向を示している。 

また，医学研究院の科学研究費獲得総額は，2019年度においては 522,738千円であり，この額は

北海道大学の科学研究費獲得全体の 8.2％を占める。 

受託研究費については，2016年度 71件（821,762千円），2017年度 54件（873,343千円），2018

年度 46件（775,489千円），2019年度 37件（545,192千円）と推移しており，第２期中期目標期間

中平均 62.2件（493.69千円）と比較して１件あたりの研究費が増加傾向にある。 

日本医療研究開発機構(AMED)が募集する公募事業（代表・分担）採択件数は，本研究院及び北海

道大学病院からの申請（本研究院所属教員からの申請のみ）を合算すると，2016年度 73件（542,314

千円），2017年度 70件（895,936千円），2018年度 75件（930,397千円），2019年度 75件（729,331

千円）と，第２期中期目標期間末である 2015 年度 67 件（496,805 千円）に対して件数・獲得金額

ともに大幅に増加している。 

社会との連携した研究推進については，寄附講座の設置・継続（計 7件）を推進している。本中

期目標期間中，先端的糖鎖臨床生物学分野（2017年設置），先端的運動機能解析・制御学分野(2017

年設置)，糖尿病・肥満病態治療学分野（2018年設置），心不全低侵襲先進治療学分野（2018年設置），

心不全遠隔医療開発学分野（2018年設置）, 転移性骨腫瘍予防・治療学分野（2018年設置）, 心不

全医薬連携開発学分野（2019 年設置）を設置して,臨床応用を目指した研究が積極的に行われてい

る。寄附講座の研究費の総額は 2019年度で 125,833千円である。 

寄附講座の設置・継続の推進に加えて，本学の新たな制度である産業創出分野（計 4件）として，

運動器先端医学分野，膝関節機能再建分野，バイオマテリアル機能再生分野を 2019年に設置し，整

形外科領域を中心に，我が国の高齢化社会における整形外科疾患の増加に対する画期的な治療法の

開発が行われている。産業創出分野の研究費の総額は 2019年で 9,216千円である。 

 

資料25:科学研究費補助金獲得件数及び交付金額（代表分） 

年度 件数 金額（千円） 

2016 年度 166 433,010 

2017 年度 165 511,030 

2018 年度 177 529,750 

2019 年度 178 522,738 
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資料26:受託研究費獲得件数及び金額（代表分） 

年度 件数 金額（千円） 

2016 年度 71 821,762 

2017 年度 54 873,343 

2018 年度 46 775,489 

2019 年度 37 545,192 

 

資料27:厚生労働科学研究費補助金AMED（代表・分担）採択件数 

 

 

資料 6:寄附講座・産業創出分野研究費総額（2016～2019年度）【再掲】 

年 度 
寄附講座 

設置件数 

寄附講座 

研究費総額（千円） 

産業創出分野 

設置件数 

産業創出分野 

研究費総額（千円） 

2016年度 7 193,300 0 30,000 

2017年度 8 160,500 1 11,000 

2018年度 8 136,500 0 47,128 

2019年度 9 125,833 3 28,216 

※研究費総額は入金日の年度に基づき集計している。 

 

10-4. 危機管理 

10-4-1. 個人情報管理 

本学では国立大学法人北海道大学個人情報管理規程を定め，各部局等においては個人情報保護管

理者（以下「保護管理者」という。）及び，保護管理者の業務を補佐する個人情報保護担当者（以下

「保護担当者」という。）を置くこととされている。保護管理者の職務は対応する教育研究組織，事

務組織が保有する個人情報の適切な管理であり，そのために必要な措置として，当該組織が保有す

る個人情報に係る管理状況の点検や，苦情や事故があった場合の対応を行う。 

 

資料 28:個人情報保護管理者及び保護担当者 

組織名 保護管理者 保護担当者 

大学院医学研究院 医学研究院長 医学研究院副研究院長（研究担当） 

大学院医学院 医学院長 医学研究院長補佐 

医学部 医学部長 医学研究院長補佐 

医学系事務部 各課長 課長補佐及び各係長 

採択年度 
採択件数 

（代表） 

交付金額 

(千円） 

採択件数 

（分担） 

交付金額 

（千円） 

総採択件数 
総交付金額 

（千円） 

2015年度 15 363,771 52 133,034 67 496,805 

2016年度 19 419,136 54 123,178 73 542,314 

2017年度 22 885,536 48 177,035 70 895,936 

2018年度 20 731,841 55 198,556 75 930,397 

2019年度 17 469,890 58 259,441 75 729,331 
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10-4-2. 防災対策 

2018年 9月に発生した北海道胆振東部地震による被災を受けて，国立大学法人北海道大学災害等

危機対策規定に基づき，2019年 8月に医学研究院における部局版危機対応・業務継続マニュアルを

策定した。本マニュアルにおいては，想定される被害シナリオに基づき，災害発生直後の初動対応

からその後の災害等危機対策支部の設置や意志決定方法等の危機対応について，事務部各担当レベ

ルで対応方法を定めている。 

また毎年度，「医学研究院消防計画」に基づく自衛消防訓練を実施している。 

 

11. 施設・設備・図書等 

11-1. 施設・設備の状況 

11-1-1. 教育研究施設・設備の状況 

2016年に医師・歯科医師，薬剤師，看護師等の医療関連職種の学生と職員がともに学ぶ機会の創

出を目的として，医系多職種連携教育研究棟が設置され，下記の組織が入居している。 

 

・FMI(フード＆メディカルイノベーション)国際拠点サテライト： 

COI(センター・オブ・イノベーション)プログラム等に係る産学連携により，臨床研究，開発臨

床試験，トランスレーショナル・リサーチを実施している。 

・クリニカルシミュレーションセンター： 

医学部（医学科・保健学科），歯学部，薬学部の学生及び病院職員（医師・看護師・薬剤師等）

へのシミュレーション教育を実施している。 

・医療イノベーションセンター： 

「未来創薬・医療イノベーション拠点形成」事業の成果として，医療イノベーションセンター

を設置，本学研究者と各企業が連携して産学連携に関する最先端の融合教育研究を推進している。 

 

2019年に医学部創立 100周年記念事業の募金（寄附金）により，医学研究及び教育に関する各種

活動や同窓生の交流を増進することを目的として，北海道大学医学部百年記念館を建設した。 

本記念館は本学札幌キャンパスが持つ自然に配慮し，サステナブルキャンパスマネジメント本部

の助言を受け，伝統的な寺社建築に用いられてきた構法を援用した木造建築であり，日本木材青壮

年団体が主催する木材活用コンクールにて優秀賞を受賞し，将来に渡ってキャンパスの魅力を高め

る新たなランドマークとして発展することが期待される。 

 

11-1-2. 情報関連設備の状況 

2020年度から特別会議室に約 100名が同時接続可能なアクセスポイントを付設した。これを活用

し，かつタブレット端末を導入することで教授会資料のペーパーレス化を行った。 

また，同年新型コロナウイルスの感染拡大を防止するため，遠隔授業の実施体制を整えており，

この一環でこれまで Wifiルーターを付設していなかったホール及び各講義室についても，付設を推

進している。 

 

11-2. 図書の状況 

2020年3月31日現在，医学研究院・医学院・医学部が所蔵している資料は資料29のとおりである。

図書 146,772冊，学術雑誌 5,770種，視聴覚資料 357タイトルを保有しており，電子資料としては，

全学の一本化した契約・公開システムの元，電子ジャーナル 17,877種，電子ブック 58,300タイトル，

データベース 26種を提供している。 

過去4年間の図書，学術雑誌の受入数は資料30のとおりであるが，洋雑誌の価格高騰，発行元によ

るプリント版から電子ジャーナル版への移行の影響により，学術雑誌の受入数は全国的に年々減少傾

向にある。 
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図書館における図書・学術雑誌の選定方法については，図書については学生・教員からのリクエス

ト図書を中心に選定を行い，学術雑誌については，図書委員会において購入方針の決定・選定を行っ

ている。また，2011年度には，積極的に図書・雑誌等の電子版を導入することが図書委員会におい

て決定され，プリント版から電子版への移行が進みつつある。 

なお，受け入れされた図書等の資料については，5年サイクルで蔵書点検を実施し，適正な蔵書管

理を行っている。 

 

資料 29：蔵書の状況（2020年 3月 31日現在） 

区 分 図 書 学術雑誌 視聴覚資料 電子ｼﾞｬｰﾅﾙ 電子ﾌﾞｯｸ ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ 

和 52,715冊 3,250種 348 ﾀｲﾄﾙ 1,432種 4,060 ﾀｲﾄﾙ 6種 

洋 94,057冊 2,500種 9 ﾀｲﾄﾙ 16,445種 54,240 ﾀｲﾄﾙ 20種 

計 146,772冊 5,770種 357 ﾀｲﾄﾙ 17,877種 58,300 ﾀｲﾄﾙ 26種 

 

資料 30：資料受入数の推移 

年 度 図 書 学術雑誌 

2016年度 1,488冊 545種 

2017年度 1,158冊 454種 

2018年度 454冊 436種 

2019年度 1,177冊 393種 

 

・施設・設備 

図書館についての施設・設備一覧は資料 31のとおりである。現図書館は図書館棟の 1階において

2009年に総面積 897㎡，図書収容能力約 16万冊の新図書館として開館し，同じ棟内にある自習室，

PCコーナーと連携して，主な利用者である学生を中心に学習・研究の場を提供している。 

また，自動入退館システム，無断持出防止装置(BDS)を導入し，入館者の管理や図書の不正持ち出

し防止等のセキュリティを高めている。 

 

資料 31： 図書館の施設・設備の状況 

施設・設備名 数量 施設・設備名 数量 

自動入退館システム 1式 情報検索端末 4台 

無断持出防止装置（BDS） 1式 コピー機 4台 

閲覧席 48席   

 

・利用者サービス 

開館時間は資料 32のとおり。通常開館時間は平日 9時から 22時まで，所属学生，教職員ならば特

別利用の登録を行うことにより通年 5時から 22時まで図書館を利用することができる。 

過去 3年間の入館者数は資料 33，貸出数は資料 34のとおりとなっている。2018年度の入館者数は

49,871人（内学外者数 387人），館外への個人貸出数は 12,373冊（内学生への貸出 11,086冊）であ

る。在学学生数（院生を含む）が約 1千人であるので，年間における学生の 1人当たりの貸出数は約

10冊となる。 

なお，図書館では，資料 35のように学生・教職員対象に，定期的に図書館の利用方法，情報検索

等についての講習会を行っており，情報教育の一環を担っている。 
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資料 32：図書館の開館時間 

区分 通常開館時間 特別利用開館時間 

平日 9時－22時 5時－9時 

夏季休業期間 9時－17時 5時－9時，17時－22時 

土・日・祝日 － 5時－22時 

 

資料 33：図書館入館者数の推移 

年度 総数 内学外者数 内特別利用数 

2016年度 60,804人 330人 8,219人 

2017年度 55,662人 367人 9,688人 

2018年度 49,871人 387人 9,006人 

2019年度 46,357人 386人 9,112人 

 

資料 34：館外個人貸出数の推移 

年度 総数 内学生 

2016年度 11,745冊 10,233冊 

2017年度 11,420冊 9,882冊 

2018年度 12,373冊 11,086冊 

2019年度 10,857冊 9,604冊 

 

資料 35：利用者教育の状況（2019年度実績） 

対象者 講習内容 年間回数 

学部生 利用案内，情報検索 1回 

大学院生 利用案内，情報検索，研究評価，文献管理 10回 

医員（研修医含む） 利用案内，情報検索，研究評価，文献管理 8回 

教職員 利用案内，情報検索，研究評価，文献管理 4回 

 

・他機関との連携 

図書館では他大学等各機関と協力して所蔵資料の相互利用を行っている。過去 4年間の学外との図

書貸借件数は資料 36，文献複写件数は資料 37のとおりである。 

また，NPO 法人日本医学図書館協会に加盟し，他の加盟館との相互協力や，資料の共同購入事業，

研究会・研修会等に参加している。 

 

資料 36：学外図書貸借受付・依頼件数の推移 

年度 受付 依頼 計 

2016年度 14件 26件 40件 

2017年度 6件 12件 18件 

2018年度 12件 6件 18件 

2019年度 15件 6件 23件 

 

資料 37：学外文献複写受付・依頼件数の推移 

年度 受付 依頼 計 

2016年度 1,266件 807件 2,073件 

2017年度 989件 784件 1,773件 

2018年度 870件 580件 1,450件 

2019年度 924件 661件 1,585件 
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12. 共同利用・共同研究拠点 

12-1. 共同利用・共同研究拠点の状況 

非該当 

 

13. 附属施設 

13-1. 附属施設の活動状況 

(1)医学研究院附属動物実験施設及び医歯学総合研究棟実験生物部門 

１）施設管理体制： 

施設長（1名），施設長補佐（1名），専任教員（助教 2名，内 1名は獣医師[実験動物医学専

門医の資格有]），技術職員（5名，内訳：獣医師 2名[内 1名は実験動物医学専門医の資格有]，

実験動物一級技術者 2名，理学療法士 1名），研究支援推進員（1名），技術補助員（1名），事

務補助員（1名）で管理運営がなされている。これらの人員は，医歯学総合研究棟実験生物部

門の管理運営も兼務している。上記のメンバー数に加え民間からの派遣職員（3名）により，

動物飼養及び管理業務が行われている。構成メンバーにより月 1回の定例会を行い，各担当部

門の報告及び問題解決等がなされている。上記体制により，2016-2019年において，大きな問

題なく管理運営が行われた。 

 

２）部屋及び設備： 

本施設は 1974年に新築，2014年 7月には大規模改修が行われた。本施設改修は，2012年度

概算要求による予算措置で実施され，世界水準の空調・衛生設備を整備し，大型動物（ブタ，

ヒツジ等），中型動物（イヌ，ウサギ等），小型動物（マウス，ラット，モルモット等）に加え，

霊長類（日本サル，マーモセット等）の飼育エリアも新たに設置した。小型動物飼育エリアは

バリアシステムを導入し，SPF動物の飼育のみとした。また，改修後も P2・P3実験施設を設置

し，ウイルスを含む病原体の研究を可能にした。さらに，大規模な臨床医外科トレーニング研

修会を開催できる大動物用手術室を設置した。改修後は，自助努力により計画的に，世界水準

の飼育・研究環境の整備を進めた。2016-2019 年においては，飼育・教育研究・情報関連の設

備を整備した。部屋及び設備を整備することにより，癌免疫治療や人獣共通感染症等の研究推

進に貢献している。医歯学総合研究棟実験生物部門は，医歯学総合研究棟７～９階に設置され

ており，改修工事期間は本施設の小動物の受け入れ先として大きな役割を果たした。改修工事

後も，本施設と共に医学研究の推進に貢献している。 

 

資料 38:設備整備状況 

 

設備名 整備数 予算措置 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度

　小動物用個別換気型飼育ラック 　34台（全室整備） 　施設予算

　ウサギ用飼育ラック 　27台 　施設予算

　モルモット用飼育ラック 　2台 　医学研究院予算（マスタープラン）

　オゾン殺菌装置 　1台 　医学研究院予算（マスタープラン）

　小動物用吸入麻酔器 　20台（全室整備） 　医学研究院予算（マスタープラン）

　P2A実験室用安全キャビネット 　1台 　医学研究院予算（マスタープラン）

　大・中動物用生体モニター 　7台 　医学研究院予算（マスタープラン）

　血液ガス分析装置 　1台 　医学研究院予算（マスタープラン）

　情報関連 　Web申請システム 　入舎申込・利用登録等 　施設予算

　飼育関連

　教育研究関連
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３）利用者数及び利用分野数： 

年間登録者数は，年々増加し，多くの研究者及び学生の研究に貢献している。2017～2018年

度は，獣医学部動物実験施設改修工事期間の該当学部の動物実験の受け入れ先としても貢献し

た。 

 

資料 39:医系動物実験施設 年間登録者数 
 

 

４）飼養動物数： 

動物種としては，大型動物（ブタ，ヒツジ），中型動物（イヌ，ウサギ），小型動物（マウス，

ラット，モルモット，ハムスター），および霊長類（日本サル，マーモセット）が飼養されてい

る。動物福祉，特に「数の削減」への取り組みが浸透し，各動物種の飼育数は減少傾向にある

が，多くの研究に貢献した。 

 

 

 

資料 40:医系動物実験施設 動物種別年間延べ飼育数 

 

５）系統維持サービス： 

マウス・ラットの繁殖に精通した職員が本サービスを担当することにより，研究の遂行だけ

ではなく，動物福祉の「数の削減」にも貢献した。 

 

６）胚・精子凍結保管サービス： 

特殊なマウス系統の維持の安全性を担保するために胚・精子の凍結保存業務を行った。 

349人
361人

378人

392人

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度

動物種 単位 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度

　マウス ケージ 1,051,408 1,096,839 1,059,025 988,278

　ラット ケージ 31,102 41,779 56,429 37,988

　モルモット 匹 3,614 3,573 4,076 4,349

　ウサギ 匹 20,234 26,565 22,807 9,105

　イヌ 匹 1,199 1,083 214 524

　ブタ 匹 740 198 255 583

　ヒツジ 匹 0 76 216 0

　日本サル 匹 6 0 3 0

　マーモセット 匹 48

　小型動物

　中型動物

　大型動物

　霊長類
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７）基本技術研修： 

初心者に対して基本的な動物実験操作技術指導を無料で提供することで，学内研究者の研究

遂行に貢献した。 

 

資料 41:医系動物実験施設各種技術提供 

 

８）臨床医外科トレーニング研修会： 

本施設改修により最大 8匹の大動物の手術を同時に行うことが可能な手術室と手術器材を整

備したため，大規模な臨床医外科トレーニング研修会が，毎年，継続して開催された。 

さらに，2019年度からは施設スタッフによるブタの麻酔導入サポートを開始した。手術室・

手術器材の整備と麻酔導入をサポートすることにより，臨床医の外科技術の向上に貢献した。 

 

資料 42:臨床医外科トレーニング 年度別開催件数と参加者数 

 

(2)医歯学総合研究棟中央研究部門 

１）管理体制： 

医学部中央研究部は，1970年 7月に超微構造部門，代謝部門，組織培養部門，放射線生物学

部門の 4部門からなる学内共同利用施設（発足当時の部屋面積は 881㎡）として発足した。そ

の後，1974年の東北研究棟増築や時代の趨勢に対応して組織改革を進めた。2004年に医歯学総

合研究棟が竣工し，中央研究部の教職員の居室や大型機器類が医歯学総合研究棟に移設され，

医歯学総合研究棟の中央研究部門に改組された。以後，中央研究部門は，医学研究院及び歯学

研究院の教職員から構成される医歯学総合研究棟管理運営委員会により運営されている。 

現在，部門主任（兼任教授 1名），副主任（兼任教授 1名），分野主任（兼任教授 4名），推薦

委員（兼任教授 2名）が運営メンバーとなって中央研究部門を運営している。現場での機器の

管理や指導には，助教 1名，技術職員 1名，臨床検査技師 1名（2011年度～）からなる専任教

職員が担当し，医学研究科連携研究センターから派遣の形で助手 1名も配置されている。運営

規模として，2019 年度の医歯学総合研究棟の予算・決算額は 119,968 千円で運営されている。

うち中央研究部門としての面積は，1,252㎡，中央研究部門運営経費は，2019年度決算額とし

て 47,333千円となる。 

 

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度

開催件数（件） 2 2 3 3

参加者数（人） 66 61 89 67

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度

　系統数 13 13 13 13

　年間延べ飼育ケージ数 100,862 93,778 121,511 97,705

　系統数 1

　年間延べ飼育ケージ数 3646

　凍結胚・精子保管 42 35 34 36

　胚・精子凍結 3 9 6 6

3 6 8 6

1　麻酔導入サポート依頼件数

　系統維持サービス

　発生工学依頼件数

ラット

マウス

　基本技術研修依頼件数
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２）部門及び設備： 

近年，研究機器の先端化や高額化が進み，単一講座で研究機器を保有・管理することが難し

くなってきている。また，研究手法の多様化に伴い，研究を完成させるために必要な多種類の

研究機器を大学院生や若手研究者が自由に使える共同利用施設の整備も求められている。これ

らの要請に応えるため，現在，中央研究部門に下記の 4つの分野を設置し，教職員や機器のほ

とんどすべてを医歯学総合研究棟に配置し，管理運営の集約化を図っている。 

 

１．細胞生物学分野：主に生細胞を用いた研究を行う。細胞培養室(クリーンルーム 6 室 198 ㎡，

ES細胞室 22㎡)を中心に低温実験用コールドルーム(20㎡)と細胞解析室(120㎡)により構成さ

れる。主な設置機器は，生細胞解析・分取を行うフローサイトメトリー(4 台)を中核として，

タイムラプス研究用蛍光顕微鏡，リアルタイム細胞計測システムや遠心機・高圧滅菌器などの

汎用機器を設置している。 

２．分子生物学分野：遺伝学的研究と生化学的研究を行う。遺伝子蛋白実験室(224 ㎡)を中心に，

遺伝子組換え培養室(35 ㎡)，遺伝子解析室(33 ㎡)，超遠心機室(31 ㎡)から構成される。主な

設置機器は，DNAシークエンサー(4台)，遺伝子増幅 PCR装置(3台)，マイクロダイセクション

装置，超遠心機（2台）を中核として，各種定量機器を設置している。 

３．超微細形態学分野：形態学及び免疫組織学的研究を行う。電子顕微鏡室(225㎡)を中心に画像

解析室(125㎡)で構成される。主な設置機器は電子顕微鏡(4台)を中核として共焦点レーザー顕

微鏡(4 台)，デジタル蛍光顕微鏡(3 台)，画像解析装置(2 台)及び各種試料作成装置を設置し，

附属動物実験施設に多光子励起顕微鏡を設置している。 

４．脳機能解析分野：非侵襲的に脳機能の解析研究を行う。fMRI 研究室（339 ㎡）と MEG 研究室

(79 ㎡)から構成される。設置機器は fMRI(機能的磁気共鳴装置)及び MEG(脳磁図計)からなり，

両機とも電磁的にシールドされた地階に設置されている。 

 

これらの研究機器の整備にあたっては，設備現況調査および年次更新計画表（マスタープラン）

に従って整備され，比較的安価な機器に関しては部門自己資金を充てている。 

具体的には，2016年度に遠心濃縮機（1,500千円），2018年度に大型振とう機（1,700千円），

2019年度に凍結切片作成装置（5,000千円）を更新させている。修理に高額を要する電子顕微鏡

や fMRIなどの大型機器に関しては，メーカーと年間保守契約を締結して（電子顕微鏡：1,672千

円/年，MRI装置：12,960千円/年）機器を安全・安定運用している。また，これら最新機器の利

用による先端的研究推進のためのサポート体制の充実も図っている。具体的には随時行われる中

央研究部門教員・技術職員による機器取扱講習会や技術指導だけでなく，メーカーによる安全講

習（MRI利用に関しては年 1回の受講義務）の実施や若手研究者向け勉強会（イメージブートキャ

ンプ：年１回５日間）の共催，最先端研究機器のデモンストレーション会（随時）などにより高

度な技術支援を行っている。 

 

３）利用者数及び利用分野数： 

中央研究部門は北海道大学グローバルファシリティセンターのオープンプラットフォーム

参画組織として登録され，歯学研究院，遺伝子制御研究所などの近隣部局のみならず，学内他

部局や，学外機関からも広く利用されている。2016 年度から 2019 年度の常時利用者で氏名が

登録されている人数は約 400名/年，のべ利用分野数は約 100分野/年でほぼ一定である（資料

43）。 

ただし，利用に際して，利用者全員の登録を義務づけておらず，正確な実利用者数を把握す

ることは難しい。また，中央研究部門は北大オープンキャンパスやホームカミングデーに毎年

参画しており，例年のべ 300名以上の高校生や一般社会人の見学者を迎え，広く医学研究につ

いて啓蒙している。 



北海道大学大学院医学研究院自己点検評価書 

2016-2020 
 
     

40 
 

このように共同利用研究施設である中央研究部門の運用目的は多岐にわたり，今後の利用増

加が期待できる。 

 

資料 43：医歯学総合研究棟中央研究部門の利用状況 

年度 
2016 2017 2018 2019 

人数 分野数 人数 分野数 人数 分野数 人数 分野数 

細胞生物学 40 18 39 17 43 12 46 12 

分子生物学 173 39 180 37 173 38 165 38 

超微細形態学 106 34 96 28 97 26 93 26 

脳機能解析学 76 19 105 25 88 24 98 26 

計 395 110 420 107 401 100 402 102 
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